










 
 

送遅れが 70％削減され、救急車出動が 63 分早くなったとのことであった。また、他国や地域の

病院から複雑な病状の患者を受け入れる能力が 60%向上した。  

また、予測分析では、直前のキャンセルやキャンセルの連絡なしで来院しないケースが最も起

こりやすい状況を見出すことに成功した。これらの洞察は、クリニックスタッフの予約作業に柔

軟性をもたらす。 改善は他にも下記の様なところで得られるだろう。 

 

 センサによる救命  

AI 展開が進む結果、将来病院が直面する大きな技術的課題は、IoT センサ、コネクテッドデバ

イス、モバイルヘルスアプリやウェアラブルなどが生成するテラバイト単位の構造化されていな

いデータの管理と考えられる。 

 

 再入院を減らす  

 一般的に再入院はうっ血性心不全、精神的な問題、敗血症、手術の合併症などが理由に挙げら

れる。予測 AI は、退院後のケア養生を継続できない、安全な生活空間がないなど、再入院の社

会的原因を深く掘り下げ特定できる。 

 

 遠隔操作ロボット手術  

拡張３Dの画面上で外科手術作業を捉えるように、機械学習アプリケーションは、人間の手の震

えを補正し、安定した正確な動作をなぞることができる。また、ロボットの「手」はリスクを最

小限に抑えながら、届きにくい場所にもアクセスができるようになる。何時間も患者の前にかが

み込んで行う作業に代わり、AI搭載機器を使用する医師は座って遠隔手術を行うため、医師の疲

労を劇的に軽減することができる。 

 

i) ヘルスケア・イノベーションの強化  

AI は多くの製薬研究開発に使用され始めているが、現場へのインパクトはこれからという初期

の段階である。応用例として、病状やターゲットの理解、リードセレクションと最適化、臨床投

与とエンドポイントの選択、治療のカスタマイズ、ポートフォリオ管理などがある。開発、規制

や安全性をサポートするアプリケーションには、プロトコルの最適化、適応型開発計画、試験の

計画と実行、ポートフォリオ管理、アクティブセーフティサーベイランスなどがある。AIは現在、

製薬および医療技術産業におけるビジネスシステムに適用されており、新製品の市場投入速度の

向上、コスト削減、臨床結果の向上といった事業目標の達成に活用され始めている。 

 

ビジネスプロセスの中で恐らく最も改革が必要な分野は、創薬と言われる。新薬の上市にかか

る費用は平均 26 億米ドルで、平均 10 年かかると言われており、コンピュータにより何十年も創

薬のスピードアップ化が試みられているが、成果は限定的とされている。 

これに対し予測モデリングやセンサデータの解析などの AI 機能の導入で、米国の医療システム

全体で年間最大 1,000 億米ドルの価値を生み出すとされており、Recursion Pharmaceuticals 社

や BenevolentAI 社などの新興企業を始め、大手製薬企業やテクノロジー企業が AI によるイノベ
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ーション実現に取り組み始めている。2019年、ノバルティスとマイクロソフトは、黄斑変性症、

細胞・遺伝子治療、並びに薬剤設計における個別化治療の開発に AI を適用するため提携し、ブ

リストル・マイヤーズスクイブは、精密治療向けのプロトコル設計に機械学習を活用するため 

Concerto HealthAI と複数年の戦略提携を結び、AstraZeneca は機械学習を用いた創薬の促進に

向けてBenevolentAI およびShrödingerと提携した。サノフィ社のDARWINプラットフォームは、

4 億 5000 万人の患者の記録から匿名化したデータに AI を適用し、治療の効果、安全性、価値に

関する洞察の獲得を加速させている。 

 

ロシュ社の Navify Tumour Board は、医師によるがん治療の協議体であるキャンサーボードで

の協業を促進し、ワークフローを加速するためキュレーションしたデータを提供するソリューシ

ョンだが、研究価値の高い一貫したデータセット様式を開発するため、医療提供の効率性を改善

できる方法でデータを構造化できる潜在性も有している。イノベーション強化は下記でも期待で

きる： 

 

 薬物検査時間の短縮  

AIは、人間に比べて指数関数的に素早く優れた医薬品候補の評価を行うことができる。カーネギ

ーメロン大学とドイツの大学の研究によると、AI は創薬コストを 70%削減できる可能性があると

のことであった。 

 

 薬効測定方法の改善とプレシジョン・メディシン  

 過去 15 年間で、遺伝子情報や電子カルテ（EHR）の形で患者データが爆発的に増加したため患

者個人を把握しニーズに合った治療を行うことが可能となっている。AIは、患者の複雑なゲノム

データ解析により、まだ試験中の薬剤候補が有益な効果をもたらすことを示唆する遺伝子プロフ

ァイルを持つ患者を選択（し投与）することができる。治験開始後は、AIは科学者が患者からよ

り多くのフィードバック情報を収集する。  

 

 疾患タンパク質のモデル化  

研究者は、薬剤候補がターゲットとして設計した疾患タンパク質の３Dモデルを作り、分子動力

学との「ドッキング」研究を通して薬品候補の評価を行っている。疾患タンパク質の３D モデル

の作成は、従来、結晶学によって行われてきたがここ数年、創薬研究者は、ノーベル賞を受賞し

た低温電子顕微鏡法（クライオ EM）と呼ばれる新しいプロセスを使用し疾患タンパク質の３D モ

デルを得るまでのプロセスを数年から数週間に短縮させることに成功している。 

疾患タンパク質の詳細な３D モデル作成には他のソフトウェアアルゴリズム（一部は AI を使用）

の画像解析が一役買っている。この３D モデルを手に入れた研究者は、コンピュータを使って、

薬剤候補と疾患タンパク質の相互作用の研究を進めることができる。最近ブラジルで発生したジ

カウイルス感染症では、科学者がクライオ電子顕微鏡を使って数ヶ月でウイルスの高解像度３D

画像を作成し、治療法探索の強力なツールとなっていることを印象づけた。 
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８．AI の活⽤：他の分野 

8.1 セキュリティ 

AI を用いたツールでは、ネットワークから得られる大量のデータの監視や防犯カメラ映像の解

析をリアルタイムで行い、社会や企業への攻撃を検知できるシステムの開発が求められる。セキ

ュリティ分野には、社会的パターンの分析を通じて、排除の危機にある集団への支援としても介

入が可能である 

 

 サイバー攻撃とソフトウェアの不具合  

コンピュータやスマートデバイスを動かすソフトウェア上には、コードの誤りや、ハッカーに悪

用される可能性のあるセキュリティ上の脆弱性があり、これらを発見・修復し、攻撃を防御する

システムの必要性が高まっている。AIシステムによる自動化された攻撃やいわゆる「高度かつ持

続的な脅威」（APT）は、同じ AI 機能を用いて高度な防御システムを作る必要がある。  

 

8.2. エンターテイメント  

現在「Google アシスタント」のような AIが目指すレベルは、ユーザーのその時点の気分や希望

する映画に合わせて、AI アシスタントが検索や選曲をすることである。 

AIスタートアップは、斬新なメロディーや基礎となるビートを創造し、音楽業界に進出している。

例えば、Flow Machines は、すでに実用化されている作曲アルゴリズムで、多くの音楽アーティ

ストがクリエイティブ・アシスタントとして使用している。 

 

8.3. 教育  

AI技術によって、個人に合わせた学習を指向する新しい教育モデルが可能になる。学生自身が気

付いた進化を最適化する学習プロセスや、教育機関などが、より多くのサポートを必要とする学

生を特定することなどである。 AI システムの利用により、生徒の好み、知識、個人の進化に応

じて、教育を生徒と教師のニーズに合わせたものに変えることができる。例えば、AI予測モデル

による高い能力の評価と識別、学習解析や AI ベースの適応システムによる機能的多様性への対

応、知的チューターシステム、推薦とフィードバックシステム、機械学習システムによる落第の

早期予測や、学生能力の評価などに取り組むことができるだろう。  

 

8.4. 行政運営  

行政による市民へのインターフェースとして、自然言語処理に基づくチャットボットにより、窓

口対応時間を短縮し、より社会的価値の高いタスクに公務員の時間を集中させることは既に実用

化されている。AIは他にも、行政機関同士の相互運用性を高め、自然言語処理技術を行政手続き

の自動化に適用させることもできる。 防衛・安全保障分野においても例えば、基準の統一や、

情報共有による分析情報システムを構築することで、友好国の軍隊の協力関係に寄与する。 
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8.5 EIT が支援を行った AI イノベーションの事例 

EIT が AI イノベーションに関与した製造業に関連する事例を下表 14 に挙げる。 

 

表 14 支援例：廃棄物処理における AI 使用例 

 

出典：Emerging AI and Data Driven Business Models in Europe: A report of the Cross-KIC 

Activity “Innovation Impact Artificial Intelligence”, EIT Community, 2020 

 

９．結論 

AI や IoT など高度な技術は、生活や仕事、他人との関係のあり方を飛躍的に変化させると考え

られる。大量の情報の収集や整理は、手作業の人間の能力を超えた洞察や推測を可能とし、機械

の相互作用と生産チェーン全体の分析、および自律的な意思決定を行うことで、ビジネスのさら

なる進化につながる。  

人工知能の普及は倫理的な問題を引き起こすリスクもあるが、世界的な基準は存在していない。

一方、欧州は人工知能の研究において、国際的な協力体制が整っており、最も多様性に富む地域

である。EU の AI 戦略は「人間が AI 開発の中心にあり続け、AI アプリケーションの有害な作成

と使用を防ぐこと」に焦点を当てており、EU の目標の一つは「倫理的 AI」で世界のリーダーと

なることである。  

AI ビジネスモデルは、企業の性質（AI 開発者と AI 採用者）により異なるものの、現在の AI ア

プリケーションを部門横断的に見ると、AI Application-as-a-Service（AI AaaS）と AI Infra- 

structure-as-a-Service の二つの主要なビジネスモデルが考えられる。AI AaaS では、AI スター

トアップ企業が、顧客が定義した特定のユースケースのためのアプリケーションを開発し、他の

コンポーネントと統合可能な AI アプリケーションを提供する。このような AI アプリケーション

は、トランザクションや実施演算による、つまりスタディごとや月ごとのサブスクリプションで

価格が決定される。 他方、AI Infrastructure-as-a-Service では、AI テクノロジー企業が、演

算能力のためのインフラと事前学習させたアルゴリズムの両方を含むサービスを提供する。一般

的に、豊富なリソースを持つ大手 AIグローバル企業がこのモデルを運営しており、API コールに

基づいて顧客へ請求される。 

AI 駆動型ビジネスモデルは、時にデータ駆動型ビジネスモデルと評価されることもある。AI 関

テーマ領域 活⽤事例
廃棄物処理
ZRR for Municipal Waste
スマートごみ識別ロボット

「ZRR for Municipal waste」プロジェクトは、フィンランドのスタートアップ企業
ZenRobotics社のロボット「ZRR」の性能評価を⽬的とし、センサによって廃棄物の
流れを常時監視している。AIモジュールがセンサから得た情報をリアルタイム解析
し、ロボットの多関節アームが多様な形状、サイズ、材質の廃棄物を１時間に最⼤
6,000個（アーム３基）の速度と精度でピッキングする。ロボティクス導⼊は、廃棄
物処理⼯場で機械⼿動的に分別する際の⻑いベルトコンベアを不要とする可能性があ
る。 このロボットはバルセロナ市近郊のEls Hostalets de Pierolaにある廃棄物処理施
設「Ecoparc４」に導⼊済み。設置ユニットはロボットアーム２基を備え、当初は最
⼤13種類の材料を識別できるよう訓練される予定。
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連企業の間では、企業規模にかかわらず、データの共同利用が非常に一般化している。ある企業

は、カスタマイズソリューションに優れた AI 開発スタートアップと提携し、収益シェア型のビ

ジネスモデルを構築する。両者は PoC 構築で合意し、事業が成功した場合に利益を共有する。 

XKIC AI パートナーとの調査結果によると、産業・企業向け AI ソリューションから大きな利益 

を得られる可能性を認識しているものの、AI 開発と導入はまだ初期段階にあり、EU には多くの

改善の余地があることが示唆された。AIソリューション導入における最大の障壁は、技術の実現

性の欠如、データの可用性と品質の欠如、予算の制約などが指摘された。また、XKIC の AI パー

トナーは、サイバーセキュリティ、コンプライアンス、個人のプライバシーを三大リスクとして

挙げている。  

EIT のエコシステムで AI 価値を高めるため、調査では以下の三つの実行が推奨された：（1）シ

ョーケース的な AIアプリケーションのユースケースを作る（2）AI技術のための資金を増やす、

（3）EIT が AI エコシステム/ハブ/センター・オブ・エクセレンスに参加すること、である。  

 

本レポートでは、EUを中心に気候、製造、モビリティ、医療／健康の各セクターにおける AI応

用の事例を考察しており、AI 企業の数が増え続け、AI 技術の各分野への浸透が深まっているこ

とが明らかとなった。AI 時代に成功するために、企業は AI を受け入れるビジョンや考え方の転

換、AI アルゴリズムを学習・展開するためのデータセット、AI パートナーを効果的にディレク

ションする能力、ワークフローの変化を管理する能力、組織設計や文化の課題を管理する能力な

どの新しい能力が必要となっている。 

最後に、2020 年の作業を基礎として始動する EIT の AI Impact プロジェクトが、下記のアクショ

ンを通じてAIエコシステム創出をリードするEITのポ ジション強化につながることを期待する。 

 

 実証済みビジネスモデルで AI アプリケーションの進歩成果を捉えるため、バックエンドデ

ータベースを作成する  

 それらの AI 技術の応用をオンラインプラットフォームで「ショーケース」化（一部は 2020

年にマップ化済み） 

 パートナー企業によるデータベースへの継続的な応用事例の更新を促し、AI技術応用のオン

ラインビジネスエコシステムを発展させる。 

 オンラインプレゼンスを活用し、AI駆動型ビジネス構築における欧州のリーダーシップを実

証する。 

 中小企業、既存企業、学術機関を含む EIT AI コミュニティ間の緊密な交流と連携を可能に

するプラットフォームを活用する。 

 欧州の他のイニシアチブ（欧州AIアライアンスなど）との相乗効果により、より広いEIT欧

州 AI エコシステムを確立する。 

 

(参考資料) 

・Emerging AI and Data Driven Business Models in Europe: A report of the Cross-KIC 

Activity “Innovation Impact Artificial Intelligence”, EIT Community, 2020 
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欧州環境情報 

欧州：風力タービンの納入は 2022 年第 3 四半期に 36％減少 
欧州の風力発電業界団体である WindEurope の最新データによると、2022 年第 3 四半期に

設置された風力タービンの容量は 2021 年同期比で 36％減少した。2022 年第 3 四半期には 2GW
の新たな風力タービンが設置され、2021 年同期には 2.8GW が設置された。 
この 2GW は欧州 9 ヶ国、陸上風力発電所の建設に向けて設置されており、そのうち、フィン

ランドが 322MW で最も多くの新規容量を占め、スウェーデンとドイツが続く。 
新規の風力タービンの納入停滞の主な原因として、インフレによるコスト高騰、許可プロセス

の遅さ、および電力市場への EU の緊急措置に関する不確実性が挙げられる。 
2022 年には今までのところ 7.7GW の新たな風力タービンの設置が発表されたが、欧州のエネ

ルギー・気候の目標を達成するには不十分であると WindEurope は指摘している。 
EU が 2030 年の気候目標を達成するためには、2030 年までに約 510GW の風力発電設備容量

を設置する必要があると推定されている。即ち、EU は 2030 年までに年間平均 39GW の新たな

設備容量を設置すべきである。 
 

 
欧州：EIB は RePowerEU スキームに 300 億ユーロを投資 
欧州投資銀行（EIB）は、欧州の再生可能エネルギー供給を確保し、ロシア産ガスへの依存を

減らす取り組みを支援するために、今後 5 年間にわたって 300 億ユーロの融資とエクイティ・フ

ァイナンスにより RePowerEU スキームをサポートすると発表した。 
この資金は、再生可能エネルギー、エネルギー効率、グリッド、貯蔵、EV 向けのインフラお

よび新技術に向けて使用される予定であり、欧州の再生可能エネルギー業界全体において最大

1,150億ユーロの投資を呼び込むと予想されている。同銀行は既に過去 10年間にわたって、欧州

のエネルギー部門に年間約 100 億ユーロを投資していた。 
欧州の中期的なエネルギー安全保障を確保、ロシア産ガスの輸入停止に伴う供給課題を低減す

ることを対象にする追加資金に加え、EIB は、バルト海における新たな風力発電や、ポーランド

とスペインにおける送電網を改善するといったクリーンエネルギーと気候行動イニチアチブに関

する 55 億ユーロの資金調達パッケージを公表した。この小さめのパッケージによるガス需要の

削減効果は早くも来年には明らかとなるだろうとのことであった。 
この投資インパクトの加速と最適化のために、EIB 理事会は多くの技術的かつ政策的な措置も

発表した。これには、先行支出金の増加、EIB ローンをエネルギー部門にとってより魅力的とし、

そして REPowerEU の目標に貢献するプロジェクトの協調融資上限を 50％から 75％に引き上げ

ることが含まれている。 
 

 
欧州：スペイン、フランスおよびポルトガルはグリーンエネルギーの回路ネットワークを建築 

スペイン、フランスおよびポルトガルは、ピレネー山脈を越える MidCat ガスパイプラインの

建設計画を放棄し、代わりに、イベリア半島から欧州諸国にグリーン水素と再生可能なガスを輸

送するための「グリーンエネルギー回廊」を建設する計画を発表した。 
この BarMar と呼ばれるプロジェクトでは、スペインの Barcelona 市とフランスの Marseille

市の間に海上パイプラインが建設されるとみられる。 
この3ヶ国間のエネルギー協定には、ポルトガルのCelourico da Beira市とスペインのZamora

市の間に CelZa と呼ばれる再生可能なガス相互接続線の建設計画が含まれている。 
CelZa と BarMar のパイプラインは主に水素の輸送に利用されるが、他の再生可能なガスや、

一時的かつ移行的なエネルギー源として利用される天然ガスの輸送にも適合できるとスペインの

Sanchez 首相、ポルトガルの Costa 首相およびフランスの Macron 大統領は共同声明で発表した。 
 

 
欧州：EV 向けの充電と補給インフラの目標を設定 

EU 議会は、テールパイプ排出量ゼロの輸送インフラを拡大するための法的拘束力のある最低目標

を採択した。これにより、手頃な価格で利用しやすい EV充電と水素補給ステーションの設置を促進

することが期待されている。また、海事部門では、具体的な排出量の削減目標が設定されている。 
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この新たな規制は、2030 年までに排出量を 1990 年レベル比で少なくとも 55％削減するとい

う EU の Fit for 55 パッケージの一部である。EU 議会の運輸委員会は 2022 年 10 月初めに、EV
充電と水素燃料補給インフラの拡大を加速するための提案を発表した。EU 議会は代替燃料イン

フラ整備拡大の最低目標の設定で合意したため、EU 加盟国はこの目標をどのように達成できる

か計画を 2024 年までに報告しなければならない。 
採択された提案によると、2026 年までに EU の主要な道路に沿って 60km ごとに少なくとも 1

台の EV 用の充電ステーションを設置する予定。トラックとバスは、同じ要件となる見込みだが

欧州横断輸送ネットワーク（TEN-T）向けについては、より強力な充電ステーションが要件と

なる見込み。また、島しょ部や田舎などの交通量が少ない道路は対象外となる。 
EU 議会は、EU の主な道路沿いに水素燃料補給ステーションの普及をさらに拡大することを

目指している。同提案によると、2028 年までに 100km ごとに水素補給ステーションを設置する

予定。 
EU 議会はまた、2027 年までに「代替燃料に関する EU データベース」を作成し、EV 充電と

水素補給ステーションの利用できる場所、待ち時間や価格に関する情報を提供する。消費者が

kWh または kg あたりの価格を比較できるため、この情報を充電ステーションでも表示する必要

があるという。 
さらに、海事部門において、EU 議会は船舶からの温室効果ガス排出量を 2020 年比で 2025 年

までに 2％、2035 年までに 20％および 2050 年までに 80％削減することを目指している。これ

は、欧州の海運業界において最初の具体的な目標設定である。 
他の措置として、コンテナ船と旅客船は 2030 年までに EU の主要港に停泊するとき陸上電力

を使用し、給油燃料の 2％は再生可能な燃料由来であることが求められる。これら船舶部門の目

標は、5,000t 以上の大型船舶を適用対象としている。EU 議会によると、これらの船舶は EU 域

内の港で運行している船舶からの CO2排出量の 90％を占めている。 
 
 
欧州：2035 年までに全ての新車に排出量ゼロ 
欧州議会と欧州理事会は 2022 年 10 月 27 日、2035 年までに EU 域内で登録される全ての新車

とバンを排出量ゼロのものとすることを義務付ける法案に合意したと発表した。これは、2030
年までに温室効果ガス排出量を 1990 年比で 55％削減するという EU の Fit for 55 パッケージの

下で、当初提案されたものである。 
新たな法案には、2030 年までに新車の CO2 排出量を 2021 年比で 55％と、新たなバンの CO2

排出量を 50％、そして 2035 年までに 100％の削減目標が含まれている。 
欧州環境庁によると、輸送部門が EU の総温室効果ガス排出量の 30％を占め、EU 域内で使用

されている石油のほぼ 3 分の 2 を占めている。 
「これらの目標により、自動車産業に向けて目標を明確にし、自動車メーカーが革新と投資を

進めることに拍車をかける。これにより、ゼロエミッション車両は、消費者が求めやすくなるだ

ろう」と欧州議会議員の Huitema 氏は声明で述べた。 
新法律はまた、ゼロ・低排出ガス車（ZLEV）の規制メカニズムを 2030 年まで維持し、メー

カーがゼロ・低排出ガス車の販売で一定のベンチマークを達成すれば、より厳しくない CO2目標

で報いるが、ベンチマークは自動車で 25％、バンでは 17％に引き上げることで合意した。 
 
 
英国：3 社は 100MW のグリーン水素プロジェクトを開発 

低炭素プロジェクトの開発を手掛ける英国の Progressive Energy 社、ノルウェーの国営電力

企業 Statkraft 社、および代替資産管理企業である Foresight 社からなる新たなコンソーシアム

は、イギリス北西部にて複数のグリーン水素プロジェクトを開発すると発表した。プロジェクト

開発の第 1 段階では、100MW のグリーン水素容量を開発する予定。 
この 3 社が協業契約に署名し、28MW の Cheshire Green Hydrogen プロジェクトを中心とす

る、いくつかのグリーン水素関連プロジェクトの開発を計画している。Cheshire Green 
Hydrogen の施設は、イギリス北西部の Protos 工業・エネルギーパークに建設され、近郊の

Foresight 社が運営している Frodsham 風力発電所からの電力を利用するとみられる。 
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また、Statkraft 社が開発中の風力発電と太陽光発電プロジェクトからの電力を Cheshire サイ

トに供給できるという。 
Cheshire プロジェクトはまた、Progressive Energy がメンバーである HyNet コンソーシアム

が開発しているプロジェクトとインフラを共有するとみられる。これにより、Cheshire プロジ

ェクトから生産されるグリーン水素は、HyNetの下で計画されているパイプラインを通じて、英

国の工業地帯に輸送される予定。 
 
 
ドイツ：Bavaria 州の電力グリッドを改善するため EIB が 4 億 5,000 万ユーロの融資を提供 
ドイツの送電システム事業者である TenneT 社は、Bavaria 州の北東部の電力グリッドを改善

するため、欧州投資銀行（EIB）から 4 億 5,000 万ユーロのローン提供を受ける。 
この融資により、TenneT 社は Upper Franconia 地域の Redwitz 地方自治体を Upper 

Palatinate 地域の Schwandorf 地方自治体と接続する 185km に及ぶ電力ネットワークを建設す

る予定であり、送電網の容量を増やし、再生可能エネルギーの統合を促進することを目指してい

る。 
グリーンエネルギーの供給が増加しているため、Ostbayernring と呼ばれる既存の送電ネット

ワークの容量が限界に達成した。地域全体の電力供給を確保するためには、同ネットワークの輸

送能力を大幅に拡大する必要があり、既存の 380kV/220-kV 系統システムを 2 台の 380-kV シス

テムに拡大する予定である。 
このグリッドの改善は、ドイツ北部とドイツ領のバルト海からの風力発電設備からのクリーン

電力を、石炭火力発電所や原子力発電所が廃止されたドイツ南部に融通するために必要であると

いう。 
ドイツのグリッド拡大計画の一環である同プロジェクトにより、既存のボトルネック問題を解

決し、グリッドの管理コストを削減できることが期待されている。 
この送電網の拡大プロジェクトは、EIB から資金を受ける TenneT 社の 3 番目のプロジェクト

である。同銀行は、洋上風力発電所とグリッドを結ぶプロジェクトおよび、ノルウェーとドイツ

のグリッドを結ぶ Nordlink プロジェクトに対して資金を提供している。TenneT 社は今までの

ところ、EIB から合計 21 億ユーロのローンを受けた。 
 
 
ドイツ：2035 年までに 50GW の洋上風力発電を目指す 
ドイツ政府は、2035 年までに 40GW の洋上風力発電設備容量を開発するという目標を、

50GW に引き上げることを公表した。この新たな目標を達成するために、同政府は 2027 年以降、

年間約 4GW 規模の風力発電プロジェクトの入札を実施する予定である。 
この野心的な計画は、ドイツ連邦経済・気候行動省（ BMWK ）、 Hamburg 州、

Mecklenburg-Western Pomerania州、Lower Saxony州、Schleswig-Holstein州、Bremen州、

North Rhine-Westphalia 州およびドイツの送電システム事業者（TSO）である TenneT 社、

50Hertz 社と Amprion 社により署名された洋上風力発電開発の協力協定の一環である。 
この協定は、2022 年の初期合意に基づき、ドイツは 2030 年までに 30GW、および 2045 年ま

でに 70GW の洋上風力発電設備を開発することを目指している。 
 
 
オーストリア：オーストリアは風力発電の開発を促進 

オーストリアの Lower Austria 州と Styria 州は、オーストリアの 2030 年までの再生可能エネ

ルギー目標の達成を促進するために、風力発電を中心としたグリーン電力の開発を対象にする措

置を発表した。 
Lower Austria 州は、年間の風力発電容量を現在の 4TWh から 2030 年までに 8TWh に倍増

し、2035年までには 12TWh に増加することを目指している。風力発電エネルギーの開発ゾーン

を調整することにより、既存の風力発電所内に 100 台の風力発電タービンを追加設置する予定。 
同州はまた、風力発電の設置に向けた新たな地域を指定し、さらなる 150 台の風力発電設備を

設置する予定である。それに加え、既存の風力発電所のリパワリングでさらなる 300～400MW
の発電容量を追加する可能性があると推定されている。 
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オーストリアの風力発電の開発ポテンシャルの約半分が Lower Austria 州にあるとされている

が、その大部分が未開発である。同州には現在 750 台の風力発電タービンが設置されており、年

間 40 億 kWh の電力を発電している。 
風力発電に加え、太陽光発電エネルギーは Lower Austria 州の再生可能エネルギーへの移行の

取り組みにおいて重要な役割を果たせ、太陽光発電システムの年間発電量が 2,000GWh から

3,000GWh に増加すると推定されている。現在は、約 7 万台の太陽光発電パネルが Lower 
Austria 州に設置されている。 
オーストリアの Styria 州政府も、同様の措置を発表し、2030 年までに合計容量が 1,000MW

である 250 台の風力タービンを設置することを目的としている。 
 
 
オーストリア：Wiener Linien 社は 70 台の排出量ゼロのバスを購入 

オーストリアのウィーンの公共交通機関 Wiener Linien 社は、ドイツの Daimler Trucks 社と

60 台のハイブリッド電気バス、及びポーランドの Solaris 社と 10 台の水素電気バスに関する購

入契約を締結した。 
Wiener Linien 社によると、環境に優しいバスは 2025 年までに納入される予定である。同社

は、バスの調達と関連の急速充電ステーションの建設に約 4,800 万ユーロを投資するという。そ

のうち、約 2,220 万ユーロは、オーストリアの気候保護省の EBIN 資金調達プログラムにより提

供されるものである。 
Mercedes-Benz 社の eCitaro という電気バスは Daimler Truck 社の子会社である EvoBus 社

により製造される。低床バスは最新の 392 kWh のリチウムイオン電池システム（NMC 3）が搭

載されている。また、パンタグラフを経由する充電により、最大 300 kW の急速充電が可能であ

る。 
2019年に発表されたSolaris社の水素電気バスは、それぞれ125kWの2台の電気モーターと、

70kW の燃料電池モジュール、小型式バッテリーおよび容量が 1,560l である 5 つの水素タンクが

搭載されている。Solaris 社によると、この水素電気バスの航続距離は最大 350km であるという。

オーストリアの公共交通企業である Österreichische Postbus 社も、Solaris 社から 82 台の

Solaris Urbino 12 Hydrogen 水素電気バスを購入する予定。 
Wiener Linien 社はさらに、EV モビリティへの移行を後押しするために、ウィーン南部の

Siebenhirten にてバッテリーバスの開発センター（Competence Centre）を建設する予定。同社

は、このセンターの建設に約 4,000 万ユーロを投資すると見積もられている。この施設には、52
台向けの充電器、メンテナンスとサービス関連のインフラが設置されるとみられ、2023 年末ま

でに完了する予定である。 
「この補助金パッケージにより、排出量ゼロのバスの割合を今後数年間にわたって大幅に増加

し、2026 年までに割合を 4 倍に増加させることを目指している。この取り組みで、オーストリ

ア政府は初めて地域の環境に優しいバス輸送に投資している。排出量ゼロバスは、化石燃料の段

階的廃止において重要な役割を果たす」とオーストリアの気候保護大臣 Gewessler 氏は述べた。 
 
 
スイス：電力企業がグリーンエネルギーへの移行に 10 億 SF を投資 

スイスの電力企業である ewl energie wasser luzern 社は、2040 年までの化石燃料から再生可

能な燃料への移行を後押しするために、グリーンエネルギー、地域暖房、太陽光発電所およびス

マートメーターの分野に 10 億スイスフラン以上（10 億 1,000 万ユーロ相当）を投資することを

発表した。 
同社は今までのところ、持続可能な熱供給に 3 億 3,000 万スイスフランを投資しており、2040

年までに Lucerne 市に 100％再生可能な熱を供給するという脱炭素化の取り組みを促進している。

Ewl 社は現在、Lucerne 市中心部の 3,700 世帯に再生可能なエネルギーを供給し、今後も地域暖

房ネットワークを拡大する予定。 
さらに、同社は 2040 年までに同市の太陽光発電設備容量を拡大するために 2,000 万スイスフ

ランの投資を行う予定。現在計画されている太陽光発電システムからの電力は、約 5,000 世帯の

電力消費量を賄うに十分である。 
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Ewl 社は、Lucerne 市営の建物における太陽光発電システムの計画と資金調達を提供するエネ

ルギーサービス事業者になることを目的としていると同社の CEO である Rust 氏は述べた。Ewl
社は、Lucerne 地域に電力、ガス、水および熱を供給しており、2021 年には、供給した電力の

81.8％が再生可能エネルギーからのものであり、その半分以上が水力発電によるものである。 
 
 
フランス：スタートアップは屋上向けの太陽光発電・風力発電ハイブリッドシステムを開発 

フランスのスタートアップである Unéole 社は、屋上設置型の太陽光発電と風力発電のハイブ

リッドシステムを開発している。同社によると、この規模拡大が可能で静音なシステムは、従来

の屋上太陽光発電システムより 40％多くの電力を生産できる。 
拡大可能な亜鉛めっきされた鉄骨構造の上に、高さが 4m である 2,000MW の風力タービンが

並び、その上部に太陽光発電パネルが設置されているというシステムである。風力タービンと太

陽光発電パネルの適切な数は、プロジェクト毎に異なる。同社によると、このハイブリッドソリ

ューションは市場に出ているあらゆる太陽光発電パネルに適合するとのこと。 
建物の構造と消費者のニーズにより敷設パネル数などプロジェクトの規模も異なる、と

Unéole 社の Dubar 氏は述べた。建物の頑丈なところに鉄骨構造を構築することで、太陽光発電

パネルと風力タービンの設置をサポートし、従来の屋上型太陽光設備より 2～4 倍の太陽光発電

パネルを設置できると同氏は主張している。 
1,000m2 ある屋上のハイブリッドシステム開発設置コストは、およそ 30 万～50 万ユーロが見

積もられている。これには、太陽光発電パネル、風力タービンおよび鉄骨構造の建設、ワイアリ

ングと、プロジェクト関連の調査の費用が含まれている。 
Unéole 社は現在、各プロジェクトに適切な太陽光発電パネルと風力タービンの数を測定する

ためのアルゴリズムの開発に取り組んでいる。同社は 2021 年に、フランスの Loos-en-Gohelle
地方自治体にある CD2e LumiWatt サイトにて同システムの試験運転を開始した。Unéole 社は

2023 年末までに、フランスに最初の商業規模のハイブリッドシステムを設置する予定であり、

2024 年までに近隣諸国への拡大を計画している。 
 
 
フランス：落ち葉でバイオガスを生産 
フランスの Amiens 市では、有機廃棄物をエネルギーに転換するイニシアティブの一環として、

落ち葉がバイオガスの生産に使用されている。 
Amiens 市には既に、他の有機廃棄物がエネルギーに変換されるメタン生成プラントがある。

現在、他国からの電力輸入は高いため、地元における電力生産が重要となっていると Amiens 市

コミュニティーの環境・生物多様性の担当者である Savariego 氏は述べた。 
2021 年には、500t の枯葉がメタン生成プラントで処理された。これらの半分（洗浄が必要な

いもの）が堆肥化センターで処理され、残りの半分が家庭ごみ部門により処理された。メタン生

成プラントでは処理前にガラス、プラスチックや金属缶などを枯葉から分離し、回収すると同プ

ラントの運営者である Delamaere 氏は説明している。 
洗浄された葉は、エネルギーに変換される。葉の有機物は細菌がいる消化タンクに注入され、

3 週間内に 55％のメタン（CH4）で構成されるバイオガスに転換される。このバイオガスは、精

製プロセス後にコージェネレーションエンジンで回収され、プラント内に電力と熱の生産に使用

される。これは最終的には、フランスの電力企業であるERDF社のグリッドネットワークに輸送

される。 
しかし、春と夏期の乾燥のために、2022 年にバイオガス生産に使用できる葉量が減少してい

る。故に、有機廃棄物からのバイオガス生産における枯葉のシェアが少なく、年間に処理される

70,000～72,000t のうち 250t だけ占める。 
従い、落ち葉だけで都市全体の電力需要を満たすという大規模な生産が、不可能であると考え

られる。Delamere 氏によると、落ち葉からの電力生産が僅か 3 世帯の電力消費量を賄うことが

できる。Amiens 市のメタン生成プラントの生産能力は、合計 3,600 世帯の電力需要を賄うに十

分な電力を生産できる。 
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スペイン：Maersk 社はグリーン燃料の生産についてスペイン政府と協力 
デンマークの海運企業である AP Moeller Maersk 社は、スペインにおけるグリーン燃料の大

量生産の可能性を検討するために、スペイン政府との協力協定に署名したと発表した。 
この協力により、年間最大 200 万 t のグリーン燃料を供給できることが期待されている。 
このプロジェクトは、再生可能エネルギー源から船舶の燃料補給まで、グリーン水素に関する

バリューチェーン全体を対象にしている実現可能性に焦点を当てる。Maersk 社によると、プロ

ジェクト関係者はスペイン Andalusia 州と Galicia 州における生産可能性を検討している。 
世界の海運業界は現在、グリーンエネルギーからの燃料供給確保やコスト高騰の課題に直面し

ていると同社は指摘している。Maersk 社単独で、2030 年の船舶排出量目標を達成するために、

年間約 600 万 t のグリーンメタノールが必要であり、2040 年までの正味排出量ゼロの目標を達

成するためにより多くのグリーン燃料が必要であると推定されている。 
同社は、2023～2025 年にかけてグリーンメタノールを使用できる 19 台の船舶を運営する予

定。これらの船舶の運転には、75 万 t のグリーン燃料が必要であるという。 
 
 
イタリア：Octopus Energy 社はイタリアに 1.1GW の再生可能エネルギーのプロジェクトを開発

する 
英国の再生可能エネルギー企業である Octopus Energy 社は、海外市場拡大の取り組みの一環

として、2025 年までにイタリアに 1.1GW の再生可能エネルギープロジェクトを開発する目標を

発表した。Octopus Energy 社は、同社の Octopus Energy Development Partnership（OEDP）
を通じて、イタリアの再生可能エネルギー企業 Nexta 社に 2 億 2,000 万ユーロの投資を行った。

2022 年初めに設立された OEDP は、グリーンエネルギーへの投資に焦点をあてるプラットフォ

ームである。 
Nexta 社とのパートナーシップにより、2025 年までにイタリア南部にて GW 規模の陸上風力

発電、太陽光発電およびエネルギー貯蔵に関するプロジェクトの開発を手掛ける合弁会社を設立

する予定。 
「再生可能エネルギーの開発を加速することで、輸入化石燃料への依存を減らし、エネルギー

価格を下げることができる。陸上風力発電と太陽光発電は、イタリアが国内に開発できる最も安

価な再生可能エネルギー源である」と Octopus Energy Generation の CEO である North-Bond
氏は述べた。 

OEDP は投資資金を提供する一方、Nexta 社は土地、グリッド接続、計画許認可手続き、地域

コミュニティーエンゲージメントなどプロジェクト開発進展に取り組む。 
イタリアの輸入ガスの約 25％がロシア産ガスのものであるため、再生可能エネルギーの生産

能力を拡大することが、エネルギー安全保障を確保し、脱炭素化の目標達成に鍵を握るとされて

いる。 
 
 
デンマーク：Equinor 社はデンマークの太陽光発電開発社 BeGreen を買収 
ノルウェーのエネルギー企業である Equinor 社は、太陽光発電における能力とポートフォリオ

の強化を目的として、デンマークの太陽光発電開発社である BeGreen 社を買収したことを発表

した。 
BeGreen 社は現在までに、700MW 以上の太陽光発電容量の開発・販売・納入を済ませた実績

に加え、デンマーク、スウェーデンおよびポーランドで 6GW 以上の初期から中期の開発段階に

あるプロジェクトの開発パイプラインを有し、平均プロジェクト規模は 300MW に達している。 
同社は、2025 年末までに 4GW の太陽光発電プロジェクト設備容量を開発・建設・運営すると

予測されている。 
BeGreen 社の買収により、Equinor 社は地元企業への投資活動を続け、欧州での再生可能エネ

ルギーおよび貯蔵開発プロジェクトのポートフォリオを拡大している。同社は 2021 年 5 月に、

ポーランドの風力発電企業 Wento 社と関連の 1.6GW の太陽光発電プロジェクトのパイプライン

を取得した。 
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Equinor 社が今回追加したプロジェクトのポートフォリオの投資リターンは、買収価格を含め、

Equinor 社が想定する再生可能エネルギーエネルギープロジェクトの実質ベースのプロジェクト

収益率 4～8％の範囲内となることが見込まれている。 
 
 
デンマーク：European Energy 社はスウェーデン最大規模の太陽光発電所を建設 

デンマークの再生可能エネルギーのプロジェクト開発事業者の European Energy 社は、スウ

ェーデン南部にある Helsingborg 市近郊で、128.5MW のスウェーデン最大規模となる太陽光発

電所の建設に着手した。同発電所の年間生産容量は 175 GWh であり、2023 年に建設が完了し、

2024 年に発電を開始する予定である。 
「このプロジェクトは、スウェーデンでの大規模な太陽光発電所の開発において重要なマイル

ストーンである。Svedbergaでの太陽光発電所は、35,000世帯の年間電力消費量を賄うに十分な

グリーン電力を生産する」と European Energy 社の Deputy CEO である Zink 氏は述べた。 
Svedberga 太陽光発電所は合計敷地面積が 232.5ha に及ぶサイトに開発され、3 分の 1 が発電

に使用される予定。同社によると、残りの土地は農業用途に使用されることができるという。さ

らに、太陽光発電所の近郊に木や低木などを植えることで、生物多様性確保の取り組みを強化す

る予定。 
スウェーデンのエネルギー庁である Energimyndigheten の最新データによると、スウェーデ

ンの稼働中の太陽光発電設備容量は 2021 年 12 月に 1.59 GW に達した。2021 年には、記録的な

500MW の新たな設備容量が追加された。 
 
 
ギリシャ：オーストリアへの 9GW のグリーン電力の回廊ネットワークの構築を提案 

ギリシャ政府は 2010 年代初頭に、再生可能な電力を西マケドニア州からドイツまで輸送する

というグリーンエネルギーの回廊ネットワークの構築を提案した。この Sun Project と呼ばれる

プロジェクトは実現されていないが、同政府は今回、類似のオーストリアを介して接続する新し

い国際連系プロジェクトを発表した。 
ギリシャ政府の環境・エネルギー省の Skrekas 大臣によると、ギリシャの高い再生可能エネル

ギーの開発ポテンシャルを発揮し、中欧諸国の天然ガスへの依存を減らす取り組みを後押しする

ために、9GW 相当の連系プロジェクトを開発するとのこと。 
この電力の国際連系プロジェクトは、アルバニアなどのバルカン諸国を介して、当初約 3GW

の再生可能エネルギー発電所からの電力を送電する予定。将来的には、このネットワークの容量

を 9GW まで拡大する可能性があるという。 
ギリシャの送電網事業者である IPTO社によると、ギリシャでは現在 10GW の再生可能エネル

ギー施設が稼働している。それに加え、接続認可手続きを終えた 11～12GW のプロジェクトが

ある。同国の改定版の国家エネルギー・気候変動計画（National Energy and Climate Plan：
NECP）によると、2030 年までの再生可能エネルギー設備容量の整備目標は 25GW となる見込

みである。 
ギリシャはまた、2030 年までに国内電力消費量の 70％を再生可能エネルギーで賄うことを目

指している。この目標達成をサポートし、ロシア産ガスへの依存を減らすために、再生可能エネ

ルギーのプロジェクトに対する認可プロセスを簡素化する措置を行った。 
 
 
ポーランド：2027 年までに 13GW 規模の再生可能エネルギーに関する入札を実施 

ポーランドの閣僚評議会は、再生可能エネルギーのプロジェクトに対する新たな入札スキーム

を開始すると発表した。これにより、同政府は 2027 年までに約 13GW 規模の新たな再生可能プ

ロジェクトの入札を実施すると期待している。 
計画容量のうち 4.5GW は 1MW 規模以上の太陽光発電施設、また、別の 4.5GW を 1MW 規模

以下の太陽光発電施設向けにそれぞれ割り当てる予定。入札は他にも、3GW の陸上風力発電、

180MW の水力発電、300MW の農業用バイオガス、および 660MW の埋立ガスの開発を対象と

する予定。 
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2022 年に開催される入札で当局は 143.7 億 PLN（ポーランドズロチ、29 億米ドル相当）の資

金で 3,408 万 MWh 規模を調達する予定。さらに、2023 年に 407.8 億 PLN の資金で 8,990 万

MWh と、2024 年に 170 億 PLN で 4,458 万 MWh をそれぞれ調達予定。 
今までのところ、ポーランド政府は再生可能エネルギー関連の入札により約 11.5GW の再生可

能な電力容量の開発を後押ししたという。2021 年 12 月に開催された最新の入札では、約

870MW の太陽光発電容量が落札された。 
また、ポーランドは 2022 年に約 3.3GW の新たな太陽光発電システムを設置した。再生可能エ

ネルギー研究所（Institute for Renewable Energy：IEO）のデータによると、ポーランドの太

陽光発電市場は 2030 年末までに 30GW まで増加すると推定されている。 
 
 
ルーマニア：大規模な 1GW の太陽光発電所の建設作業が開始 

英国の再生可能エネルギー事業者である Rezolv Energy 社は、持続可能インフラ投資家である

Actis 社の支援により、Monsson Group 社からルーマニア西部にある 1,044MW の太陽光発電所

プロジェクトに関する権利を取得した。この太陽光発電所は、欧州最大規模のものとなると

Actis 社は述べた。 
同太陽光発電所は、160 万台の太陽光発電パネルから構成され、運転開始が予定されている

2025 年以降、年間 1,500 GWh の電力を生産すると推定されている。 
Actis 社によると、この太陽光発電所からの電力は、長期の電力購入契約を通じて商業用およ

び産業用ユーザーに販売されるという。また、135MW の蓄電池システムを開発する考えもある。

さらに、生物多様性を高めるために、羊と養蜂などの農業用途にも使用される予定である。 
ルーマニアは、ロシア産エネルギーへの依存を削減し、経済の脱炭素化を進めるために、風力

発電と太陽光発電の開発を急増し、2030 年までに再生可能エネルギーの割合を 30.7％に増加す

ることを目指している。 
 
 
ルーマニア、ブルガリア：電力グリッドに大規模な投資を行う 

ルーマニアのエネルギー規制庁である ANREは、2022年～2031年までの送電網の開発計画を

公表した。ルーマニアの TSO である Transelectrica 社がこの計画を開発し、同期にルーマニア

のネットワークに約 14 億 5,000 万ユーロを投資する予定である。 
この投資額の 29％がネットワークのアップグレード、26％が再生可能エネルギーの統合、お

よび 30％が連系容量の増加に使用されると Transelectrica は計画している。 
この計画によると、次のプロジェクトは 2025 年までに完了する予定：①Stâlpu の変電所建設

を含む Brazi Vest－Teleajen－Stâlpu 間の 400kV 送電網、②Brazi Vest 変電所のアップグレー

ドと 400kV の Teleajen 変電所の建設、③220 kV の Stejaru－Gheorgheni－Fântânele 間の送電

網、④400 kV の Bucharest South－Pelicanu 間の送電網、⑤400 kV の Gutinaș－Smârdan 間、

および⑥400 kV の Portile de Fier－Reșita の送電網の容量増加。 
計画されている投資により、ルーマニアの 2030 年の国家エネルギー・気候計画（NECP）の

目標である同国の送電網に少なくとも 7GW の再生可能エネルギー容量を統合できることが期待

されている。 
同時に、ブルガリアのエネルギー・水規制委員会（EWRC または KEVR）は、ブルガリアの

TSO である ESO 社が開発した 2031 年までの 10 年間の電力グリッドネットワークの開発計画に

関する公開討論を開始した。 
ESO社は、送電網の建設、拡大、改造および近代化に約 9億 4,500万ユーロを投資する予定で

ある。この投資の 31％、即ち 2 億 9,700 万ユーロが今後 3 年間にわたって行われる予定。 
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●米国環境産業動向 

 
 
〇Verizon、太陽光発電で新たに 100 メガワットの再生可能エネルギーを供給 
  再生可能エネルギー企業の米 Leeward Renewable Energy（LRE）社は 10 月 7 日、ノースカ

ロライナ州で太陽光発電プロジェクトであるオーク・トレイル・ソーラー施設を建設すると発表

した。同施設の 100 メガワットの再生可能エネルギーは長期売電契約に基づき、通信大手の米

Verizon 社に販売される。 
 オーク・トレイル・ソーラー施設は 2023 年半ばに商業運転を開始する予定。LRE はこの地域

に生態学的利益をもたらすため、プロジェクト用地の 30％を花粉を運ぶ昆虫、ほ乳類、鳥類や在

来種の植物や野草などの生息地として利用する計画だ。 
Verizon は今年初め、4 回目の 10 億ドル（約 1,461 億円）規模のグリーンボンドを発行してお

り、今回の発表はそれに続くものとみられる。同社は過去数年間、グリーンボンドの発行で数十

億ドルを充当、再生可能エネルギーの利用を拡大しており、今年 1 月には 2019 年以降 20 件の取

引で約 260 万 kW の再生可能エネルギー容量を確保したことを明らかにしているが、今回の発表

により、LRE の建設中プロジェクトは合計 880MW に達したという。 
 

〇ホンダ、オハイオ州 EV・EV 電池工場へ投資 
 本田技研工業の米国現地法人である American Honda Motor は 10 月 11 日、オハイオ州の既存

の３工場での電気自動車 (EV)の本格的生産に向け、７億ドル（約 1,020 億円）を投資すると発表

した。韓国電池大手の LG Energy Solution (LGES)と計画している EV 用電池の合弁工場を同州

に建設する。 
 今回の設備投資の対象となるのは、オハイオ州にあるメアリズビルとイーストリバティの完成

車２工場とアンナのエンジン工場で、新たに従業員 300 人以上を雇用。2026 年に北米で販売予定

のホンダの EV 向けプラットフォーム「Honda e:アーキテクチャー」を採用した EV を、これら

3 工場で製造する。 
 LGES との電池の合弁工場では従業員 2,200 人を雇用し、最終的な総投資額は 44 億ドルにな

る見通し。23 年初頭に着工し、25 年末までに量産開始を目指す。 
ホンダは 40 年に世界で販売する全ての車両を EV と燃料電池車（FCV）にする方針を掲げて

いる。 
 

〇GM、エネルギー管理部門を新設 オール電化戦略を拡大へ 
 米 General Motors（GM）は 10 月 11 日、家庭・企業・EV などに使用される電力エネルギー

を総合的に管理するサービス及び製品を提供する新事業部門、GM Energy の立ち上げを発表し

た。 
 同事業では、GM の EV 戦略である「Ultium Battery Platform」を中心に、電力の管理に必要

な製品とサービスを提供。使用する電力を管理できるほか、EV から家庭などへ給電する Vehicle 
to Home (V2H)、EV から電力網へ給電する Vehicle-to-grid (V2G)、ソーラー製品、ソフトウェア

アプリケーション、クラウド管理ツール、マイクログリッドソリューション、水素燃料電池など

の幅広いエネルギー管理・ストレージ・充電製品およびサービスなどを手がけ、既存の EV 向け

充電ユニット「Ultium Charge 360」に加え、新サービス「Ultium Home」「Ultium Commercial」
を含めて、家庭、企業、EV の顧客向けの総合的なエネルギー管理を目指す。 
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 GM は既に、カリフォルニア州北部地域の天然ガス、電力供給を行う Pacific Gas and Electric 
Company（PG＆E）社と共同で、住宅顧客が短期停電時に EV をバックアップ電源として使用で

きるようにする V2H を試験運用中。2023 年には、PG＆E のサービス地域で提供する予定だ。 
 
〇環境保護庁、飲料水中の鉛対策プロジェクトに 3,000 万ドルを助成へ 
 米環境保護庁（EPA）は 10 月 11 日、水インフラ改善法（Water Infrastructure Improvements 
for the Nation、通称 WIIN）のもと、不利な条件下にある地域社会や学校において飲料水に含ま

れる鉛を低減するプロジェクトに対し、総額約 3,000 万ドルを助成すると発表した。 
 今回の助成金の対象には、水インフラ・水処理の改善を通じた鉛曝露の低減を目指すプロジェ

クトが 3 件、学校や保育施設において飲料水に起因する子供の鉛曝露を低減するためのプロジェ

クトが 3 件選ばれた。低所得地域や行政サービスが十分に行き届いてこなかった地域社会では鉛

製の水道配管が使われており、飲料水中の鉛汚染度が高いという。 
バイデン政権は 2021 年 12 月、国内の鉛配管を一掃する取組などを盛り込んだ、鉛配管と鉛含

有塗料に起因する鉛汚染に対処する行動計画を打ち出していた。現在までに、この制度を利用し

て 2,400 以上の鉛配管の置換が完了している。 
 

〇環境保護庁、汚染防止に 900 万ドル超の助成金交付 
 米環境保護庁（EPA）は 10 月 13 日、米国内の 32 団体に汚染防止（P2）の助成金 900 万ドル

（約 13 億円）超を交付すると発表した。これは、9 月に発表された 1,200 万ドル（約 17 億 6,000
万円）の P2 助成金に加えて交付されるもので、バイデン政権による超党派インフラ法による P2
プログラムへの 1 億ドル（約 147 億円）の拠出からまかなわれる。 
 P2 は発生後ではなく発生前に汚染物質を削減しようとする取り組みで、有毒物質への曝露の低

減、自然資源の保護、事業者の廃棄物関連コスト削減を目標とする。 
 一例として、ルイジアナ州では、バトン・ルージュとニューオーリンズの間に位置する地域社

会における化学製品・鉄製品、食品・飲料といった産業への技術支援を行い、ロードアイランド

州では州機関が EPA の環境正義施設マッピングツールを利用して、不利な条件下にある地域社会

の金属関連事業者に汚染物質や廃水の放出削減の技術的支援を提供する。交付先となる 32 団体

の詳細は、以下の EPA のサイトで確認できる。 
https://www.epa.gov/newsreleases/epa-selects-recipients-more-9-million-pollution-prevention-
grants 
 
〇BMW、EV 生産強化に向けサウスカロライナ州に 17 億ドル投資 
 独 BMW は 10 月 19 日、新世代の EV 生産強化に向け、サウスカロライナ州にある米製造拠点

に 17 億ドル（約 2,550 億円）を投資すると発表した。 
 サウスカロライナ州スパータンバーグの工場に 10 億ドル、同州ウッドラフ近郊の高電圧バッ

テリー組立工場に７億ドルを投じ、300 人の新規雇用を創出する。同社の設備投資は同州史上最

大となる。 
 また BMW は、次世代リチウムイオン電池セルを再生エネルギー大手の中国 Envision Group
傘下のバッテリーメーカーEnvision AESC 社から調達する計画も発表。Envision AESC はサウ

スカロライナ州に年間生産能力 30 ギガワット時 (GWh) の電池工場を新設する。 
 BMW のサウスカロライナ拠点は同社最大の組立工場であり、SUV の X3、X5、X7 などの米国

で人気のモデルを製造しており、年間生産能力は 45 万台。2030 年までに、少なくとも 6 モデル

の EV を米国で生産予定だという。 
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神奈川県座間市に拠点を置く Envision AESC は、かつて日産自動車の電池部門だったが、2018
年に中国の Envision Group に売却された。BMW のライバルである Mercedes-Benz Group AG
も今年 3 月、Envision AESC と契約を結び、2025 年までにモジュールを供給する米国のセル施

設を建設すると発表している。 
 

〇ミズーリ州、ESG を優先する投資運用会社より 5 億ドルを引き揚げ 
 ミズーリ州は 10 月 19 日、世界最大の投資運用会社である BlackRock 社が「顧客の経済的利益

よりも政治的意図を優先させた」として、同社が運用するミズーリ州の年金基金、総額約 5 億ド

ル（約 7,500 億円）を売却したと発表した。 
 BlackRock 社は、気候変動やエネルギー転換に関するテーマでは投資界の中心的存在。8 月に

は、19 の州の検事総長が、同社が反化石燃料とネット・ゼロを追求するあまり財務的リターンの

尊重とは一致しない「社会的目的」に従って行動していると非難する書簡に署名を行った。また

テキサス州も同月、ESG の観点やネット・ゼロ投資への支持を理由に BlackRock や Credit Suisse
などの金融企業 10 社を経済制裁の対象とすると発表している。 
 
〇エネルギー省、EV バッテリー国産促進で助成金 28 億ドル交付へ 
 米エネルギー省 (DOE) は 10 月 19 日、昨年 11 月に成立したインフラ投資法に基づく EV バ

ッテリーとバッテリーの原材料となる鉱物資源の国内生産支援の一環として、総額 28 億ドル (約
4,090 億円) の助成金を交付すると発表した。バイデン政権は 30 年に新車販売の半分を EV など

の電動車にする目標を掲げている。 
 今回の助成金は、電池用リチウム、黒鉛、ニッケルの増産プロジェクト、米国初の大規模商用

リチウム電解質塩生産施設、2030 年に EV 電池結合材の 45％を供給するための電極結合材施設、

米国初の商用スケール酸化ケイ素生産施設、米国初のリン酸鉄リチウム正極施設など、12 州にお

ける約 20 社のプロジェクトが交付対象となる。 
DOE によると、リチウム、黒鉛、電池用ニッケル、電解質塩、電極用バインダー、リン酸鉄正

極材のほぼすべてが海外で生産されており、これらの重要な電池投入材料の多くは中国が供給を

コントロールしているという。 
 

〇Apple、2030 年までにサプライチェーンを脱炭素化へ 
 米 Apple 社は 10 月 25 日、同社のサプライチェーンに対し、2030 年までにカーボン・ニュー

トラルを目指すという目標に向け、温室効果ガス排出量への対応を要請するとともに、一連のク

リーンエネルギーおよび気候ソリューションへの投資や、森林吸収源の質向上や気候変動の影響

を受けやすい地域を支援するプロジェクトを発表した。 
 同社は、製品の生産に関連するスコープ 1 およびスコープ 2 の排出削減を含め、カーボン・ニ

ュートラル達成に向けた進捗状況を報告するようサプライチェーン内の企業に求める。毎年の進

捗状況を追跡・監査し、測定可能な進歩を遂げているサプライヤーと提携する予定だという。 
 Apple はまた、2016 年には事業活動を 100％再生可能エネルギーでまかなうことを目指す国際

イニシアティブ「RE100」に加盟し、2018 年以降、44 カ国にあるオフィス、直営店、データセ

ンターの電力をすべて再生可能エネルギーでまかなっている。同社によると、主要な製造パート

ナーのうち 200 社以上が、25 か国における全 Apple 製品の製造に再生可能エネルギーの使用を

確約している。 
 Apple は 2030 年までに事業全体、製造サプライチェーン、製品のライフサイクル全体でカーボ

ン・ニュートラルを実現するという目標を 2020 年に発表。二酸化炭素排出量の 75%削減を見込
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んでおり、既存の技術では現状では避けられない残りの 25%については、質の高い自然を利用し

たソリューションを優先させるとし、2021 年 4 月、森林プロジェクトに直接投資する RESTORE 
Fund を立ち上げ、植林と林業管理方法の改善を通じて景観への影響改善を目的としたプロジェ

クトに投資。年間 100 万トンの二酸化炭素を大気中から除去することを目標に掲げている。 
 
〇Amazon、世界初のゼロ・カーボン ILFI 認証取得の物流施設を建設予定 
 米 Amazon は 10 月 26 日、カリフォルニア州サクラメントのフルフィルメント・センターが、

非営利の環境団体である International Living Future Institute（ILFI）によるゼロ・カーボン認

証を取得した世界初の物流施設となる見込みであると発表した。 
 ILFI 認証は世界初のゼロ・カーボン第三者認証規格で、この規格に基づく建物の要件には、エ

ネルギーと体積炭素の削減目標の達成、再生可能エネルギーの 100％使用、建設に伴う排出の

100％オフセットが含まれる。このプログラムでは、12 ヶ月間の試用期間後に第三者による検証

を受ける必要がある。 
 Amazon の同フルフィルメント・センター「SCA5」は、持続可能な建築資材を使用して建設さ

れ、100%再生可能エネルギーで稼働している。SCA5 は丸 1 年の運用後、2023 年までに認証を

取得する予定だという。 
Amazon は 2040 年までに事業全体でネット・ゼロ・エミッションを達成するという目標を発

表しており、既に企業として最大の再生可能エネルギー購入企業となっている。同社は更に、2025
年までに企業活動の 100%を再生可能エネルギーで賄うこと、配送車両の電化のための大規模な

投資も発表している。 
 

〇GM、Microvast と EV バッテリー部品開発で提携 
 米 General Motors (GM) は 11 月 2 日、テキサスを拠点とするバッテリーメーカーの Microvast
社と提携し、EV 用バッテリーセパレーターを開発すると共に、米国内にセパレーター工場を新設

すると発表した。この提携には、米エネルギー省（DOE）の「バッテリー材料加工およびバッテ

リー製造」イニシアティブより、2 億ドルの助成金が提供される。 
 バッテリーセパレーターは、バッテリーの陽極と陰極を分離し、短絡を防ぎながらイオンの移

動を可能にする部品で、安全性が重視される。今回の提携において、GM はセパレーター技術と

コーティング技術を Microvast に提供し、EV の安全性・バッテリー寿命・充電性能の改善を目

指すという。 
 また、DOE は GM のバッテリー技術を認め、「バッテリー500 コンソーシアム」のメンバーに

同社を選定。同コンソーシアムは DOE の研究所であるパシフィックノースウェスト国立研究所

（Pacific Northwest National Laboratory、通称 PNNL）によるプロジェクトで、GM は自動車

メーカーとしては唯一のメンバーとして、高重量エネルギー密度を備え、かつ充電可能な次世代

リチウム金属バッテリーの開発を行う予定。 
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●最近の米国経済について 

 
〇10 月の米小売売上高、前月比 1.3％増で 7 カ月ぶりの増加幅 
 米国商務省の速報（11 月 16 日付）によると、10 月の小売売上高（季節調整値）は前月比 1.3％
増の 6,945 億ドルで 3 月（1.2％増）以来 7 カ月ぶりの増加幅となり、ブルームバーグがまとめた

市場予想の 1.0％増を上回った。なお、9 月の売上高は、前月比 0.0％減（速報値）から 0.0％増

（改定値）にわずかに上方修正された。 
 業種別にみると、ガソリンスタンドが前月比 4.1％増の 641 億ドル、寄与度 0.37 ポイントと全

体を最も押し上げた。次いで、自動車・同部品が 1.3％増の 1,295 億ドル（寄与度：0.25 ポイン

ト）、フードサービスが 1.6％増の 895 億ドル（0.21 ポイント）で増加に寄与した。一方、総合小

売りは 0.2％減の 700 億ドル（マイナス 0.02 ポイント）と減少した。 
 今回の発表を受け、全米小売業協会（NRF）のチーフエコノミストのジャック・クラインヘン

ズ氏は「高インフレや借入コストの上昇、マクロ経済の不確実性の広がりにもかかわらず、消費

者は引き続き回復力を示している」と述べており、雇用の増加、賃金の上昇と貯蓄の利用により、

消費者が今後も消費し続ける傾向が持続する見通しを示した。10 月には、アマゾンが実施した有

料会員「プライムメンバー」を対象とした大規模なセール「プライム・アーリーアクセスセール」

をはじめ、ウォルマートや、オンライン上で家具を販売する「ウェイフェア」など、各社のセー

ルイベントが相次いで実施されており、同氏は各社が年末商戦を前倒しして開始したことが、売

り上げ増に寄与したと述べている。 
 一方で、民間調査会社コンファレンスボードが 10 月 25 日に発表した 10 月の消費者信頼感指

数は 102.5 と、9 月（107.8）より 5.3 ポイント減少し、3 カ月ぶりの低下となった。内訳をみる

と、現況指数は 138.9 と 9 月（150.2）より 11.3 ポイント減と大幅に減少し、2021 年 4 月（131.9）
以来の低水準に落ち込んだ。また、6 カ月先の景況見通しを示す期待指数は 78.1 と 9 月（79.5）
より 1.4 ポイント減少した。期待指数が 80 を下回ると景気後退のリスクが高まっていることを示

すとされており、引き続き先行きに対する消費者の懸念は高い状況が続いている。 
 コンファレンスボードの経済指標シニアディレクターであるリン・フランコ氏は、消費者信頼

感が低下した背景について「7 月以降後退していたインフレに対する懸念が再び高まり、ガソリ

ンと食品価格（の上昇）が主因となった」と述べた。先行きについては「インフレ圧力は引き続

き消費者信頼感と消費に強い逆風となり、小売業者にとって厳しいホリデーシーズンとなる可能

性がある」と指摘した上で、小売り各社はすでに過剰在庫を抱えているため、消費需要が不足す

れば、各社での値引きにつながり、今後の利益を圧迫する可能性があるとの懸念を示した。 
 
〇10 月の米消費者物価、前年同月比 7.7％上昇、コア指数は 6.3％上昇でともに伸び鈍化 
 米国労働省が 11 月 10 日に発表した 10 月の消費者物価指数（CPI）は、前年同月比 7.7％上昇

となり、前月の 8.2％から減速し、民間予想の 7.9％を下回った。8～9％台の伸びが続いていた中、

7％台の伸びは 2 月以来となった。変動の大きいエネルギーと食料品を除いたコア指数も 6.3％上

昇で前月の 6.6％から鈍化し、民間予想の 6.5％を下回った。前月比では CPI は 0.4％上昇（前月：

0.4％上昇）、コア指数は 0.3％上昇（0.6％上昇）となり、こちらも民間予想（それぞれ 0.6％、0.5％
上昇）を下回った。 
 品目別に前年同月比でみると、ガソリンは 17.5％上昇（前月：18.2％上昇）と伸びが鈍化した

ものの、前月比では 4.0％と 4 カ月ぶりにプラスに転じた。食料品は 10.9％上昇（11.2％上昇）と

若干伸びが鈍化、特に伸びが高い家庭用食品も 12.4％上昇（13.0％上昇）と 2 カ月連続で伸びが
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鈍化した。財は 5.1％上昇（6.6％上昇）と伸びが大きく鈍化した。うち、中古車は 2.0％上昇（7.2％
上昇）、前月比では 2.4％減と 4 カ月連続で低下した。新車は 8.4％上昇と 6 カ月連続で鈍化、前

月比でも 0.4％上昇（0.7％上昇）と伸びが鈍化した。一方でサービスは、6.7％上昇（6.7％上昇）

と前月と同じだったが、物価全体の約 3 割のウエートを占める住居費が 6.9％上昇（6.6％上昇）

と引き続き伸びが加速している。そのほか、前月に大きく伸びた医療サービスは 5.4％上昇（6.5％
上昇）と伸びが鈍化した。 
 CPI の減速は 4 カ月連続で、今回は財価格の大幅な鈍化が主要因となっており、新車や中古車

をはじめ、衣料品などでも鈍化が広がり、急激な金融引き締めが実体経済にも波及し始めたかた

ちだ。今後さらに物価が鈍化していくかは、サービス価格、特にウエートが大きい上に引き続き

伸びが加速している住居費がいつ鈍化するかによるところが大きい。代表的な住宅価格指数であ

るケース・シラー住宅価格指数の 8 月の前月比は 1.1％減と低下に転じたのに加えて、ニューヨー

ク市マンハッタンなど大都市での賃料が低下し始めている。しかし、CPI の住居費は更新家賃も

含めたものであることなどから、まだ伸びの鈍化には至っていない。これまで伸びが鈍化し続け

てきたガソリン価格も 10 月は一転、前月比では上昇に転じており、再び物価の押し上げ要因とな

る可能性もある。11 月 8 日に投開票が行われた中間選挙の出口調査では、調査回答者の 32％が

インフレ問題を重視したと回答しており、米国民の最大の関心事項となっている（NBC ニュース

11 月 8 日）。選挙後も引き続き、連邦政府のインフレ対策は有権者の高い関心事項と考えられ、

住居費の鈍化がいつ表れ、物価の鈍化が今後も続くか、CPI の結果に注目が集まる。 
 
〇米 11 月の雇用者数 26 万 1,000 人増、失業率は 3.7％に上昇、時給の伸び加速 
 米国労働省が 11月 4日に発表した 10月の非農業部門雇用者数は前月より 26万 1,000人増と、

市場予想の 20 万 5,000 人増を上回った。就業者数は前月より 32 万 8,000 人減少し、失業者数は

前月から 30 万 6,000 人増加した。失業率は前月の 3.5％から 3.7％（市場予想は 3.5％）に上昇し

た。 
 失業者のうち、一時解雇の失業者は前月（75 万 8,000 人）より 8 万 9,000 人増の 84 万 7,000
人、恒常的失業者は前月（118 万 1,000 人）より 6 万人増の 124 万 1,000 人だった。 
 労働参加率（注）は、生産年齢人口が前月より 17 万 9,000 人増加し、労働力人口が前月より 2
万 2,000 人減少した結果、前月から 0.1 ポイント低下の 62.2％だった。 
 平均時給は 32.58 ドル（前月：32.46 ドル）で、前月比 0.4％増（前月：0.3％増）、前年同月比

4.7％増（前月：5.0％増）となり、前月比では前月より上昇した一方、前年同月比では低下した。 
 非農業部門における 10 月の雇用者数の前月差 26 万 1,000 人増の内訳をみると、民間部門は 23
万 3,000 人増で、うち財部門が 3 万 3,000 人増加し、主な業種として製造業は 3 万 2,000 人増、

建設業は 1,000 人増だった。サービス部門は 20 万人増で、教育・医療サービス業 7 万 9,000 人

増、対事業所サービス 3 万 9,000 人増、娯楽接客業 3 万 5,000 人増と小幅ながらも主要業種で引

き続きプラスとなった一方で、年末商戦を控える小売業は 7,000 人、運輸倉庫業は 8,000 人の若

干の増加にとどまった。また、政府部門は 2 万 8,000 人の増加だった。 
 10 月の人種別失業率は、白人 3.2％（前月：3.1％）、アジア系 2.9％（2.5％）、ヒスパニック・

ラテン系 4.2％（3.8％）、黒人 5.9％（5.8％）と全てで悪化した。 
 ジェローム・パウエル連邦準備制度理事会（FRB）議長は「成長率鈍化にもかかわらず、労働

市場は引き続き極めてタイト」で高インフレ圧力は続いているとの認識を示しているが、引き続

き堅調な雇用者増や高い時給の伸びを示した今回の雇用統計はそれを裏付ける結果となった。一

方、足元ではインターネット販売大手のアマゾンが今後数カ月間、新規採用を凍結すると発表す

るなど、ハイテク企業や金融機関で景気悪化や業績悪化を踏まえた雇用縮小の動きが見られる。
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収まらないインフレ圧力にパウエル議長は「最終的な金利水準が（従来の）予想よりも高くなる」

ことを示唆しており、2022 年の年末商戦の小売売上高は前年同期比 6～8％増と前年の 13.5％増

から大幅な鈍化が見込まれているなど、金融引き締めの影響は実体経済にも表れることが予想さ

れている。長期化が見込まれる金融引き締めと、その米国経済への影響に注目が集まる。 
（注）労働参加率は、生産年齢人口（16 歳以上の人口）に占める労働力人口（就業者＋失業者）

の割合。 
 
〇2022 年の米国年末商戦、インフレや値引きで伸びは前年より鈍化を予想、全米小売業協会 
 全米小売業協会（NRF）は 11 月 3 日、2022 年の年末商戦期間（11～12 月）の小売売上高（自

動車ディーラー、ガソリンスタンド、レストランを除く）が前年同期比 6～8％増の 9,426～9,604
億ドルになるとの見通しを発表した。2021年の売上高は8,893億ドル、伸び率は前年同期比13.5％
増で、ともに過去最高水準を記録したが、2022 年は伸びが減速する見込みだ。高インフレが長期

化していることに加えて、小売り各社では過剰在庫を解消するために大幅な値引きを実施してお

り、これらが業績悪化につながるとの懸念が高まっている。 
 ネット販売を含む無店舗小売りは前年同期比 10～12％増の 2,628～2,676 億ドルと、2021 年の

2,389 億ドルを上回ると予想する。ネット販売は引き続き重要な販路であり続けるが、店舗での買

い物も増え、伝統的な年末商戦の購買体験を求める動きも強まるとみられる。 
 同期間の小売業者による臨時雇用者数は 45 万～60 万人になると見込み、2021 年の 66 万 9,800
人を下回る予想としている。 
 発表について、NRF のマシュー・シェイ会長兼最高経営責任者（CEO）は「消費者はインフレ

や物価上昇の圧力を感じており、所得水準の違いによって個人の支出行動には違いが見られるも

のの、回復力を保ち、購買行動を続ける」と述べた。一方で、同氏は同日の電話会見で、食料品や

エネルギー価格の上昇に伴いって消費者は購買に慎重になっており、場合によっては貯蓄を切り

崩して一気に支出することを抑えるために、「クッション的措置」として、クレジットカードを利

用することもあると指摘し、これによって、プレゼントや年末年始の出費に影響が出る可能性が

あると述べている（CNBC11 月 3 日）。 
 2021 年の年末商戦は、小売り各社がサプライチェーンの混乱による品不足を避けるため、商品

の発注を前倒しで在庫を確保し、消費活動も活発だった。しかし、高インフレが続いていること

に加えて、2022 年に入ってから消費者の購買行動が物品よりも外食や旅行などのサービスに支出

する傾向が強まり、ウォルマートやナイキなどの大手小売業では在庫処理の対応に追われている

と報じられている。ナイキが 9 月に発表した第 1 四半期（1～3 月）決算では、北米の在庫が前年

比で 65％と急増、既に販売シーズンが過ぎた商品が大量に届いている。また、百貨店チェーンの

ノードストロームでも在庫圧縮のために大幅な値引きを計画している（「リテールダイブ」10 月

11 日）。 
 NRF が実施したアンケート調査（注）によると、消費者の約半数（46％）は 11 月前からホリ

デーショッピングを開始するとした。インフレが進む中、家計への負担が集中しないよう購入時

期を分散させている動きがみられる。消費者が早めに買い物を始める理由として、回答者の 60％
は「ギフトショッピングの予算を分散させるため」が最大で、前年の 54％から上昇している。ギ

フトやその他のホリデー商品に対する 1 人当たりの平均支出予定額は 832.84 ドルで、過去 10 年

間の平均（826.12 ドル）とほぼ同水準となっている。購入方法別には、ネット購入が 56％と最も

多かったが、前年と比べてディスカウント店や中古品店を利用すると回答した消費者はいずれも

増加しており、物価高で低価格店への需要が増えている様子がうかがえる。 
 なお、NRF は 2022 年通年の小売売上高については、前年比 6～8％増の 4 兆 8,600 億ドルを上
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回ると見込んでいる。 
（注）調査は 10 月 3～7 日に米国の消費者 8,284 人を対象に行われた。 
 
〇米 FRB、政策金利を 4 会合連続で 0.75 ポイント引き上げ、金融引き締めの長期化を示唆 
 米国連邦準備制度理事会（FRB）は 11 月 1、2 日に連邦公開市場委員会（FOMC）を開催し、

政策金利であるフェデラル・ファンド（FF）金利の現状の誘導目標 3.00～3.25％を 0.75 ポイン

ト引き上げ、3.75～4.00％とすることを決定した。4 会合連続で通常の 3 倍となる 0.75 ポイント

の引き上げ幅となった。今回の決定は参加者 12 人の全会一致だった。 
 FRB は 11 月 2 日に出した声明文で「将来の利上げペースを決定する上で、FOMC は金融引き

締めの累積効果や、金融政策が経済活動やインフレに影響を与えるまでのタイムラグ、経済・金

融の状況を考慮する」との新たな文言を今回追加した。景気認識やバランスシート削減計画の継

続方針などに関する文言は前回 9 月の声明文と同じだった。 
 ジェローム・パウエル FRB 議長は FOMC 後の記者会見で「2022 年第 3 四半期（7～9 月）の

GDP は 2.6％（前期比）増加したが、2022 年に入ってからでみれば横ばい」「個人消費は、実質

可処分所得の減少や金融引き締めの影響から、前年の急激な伸びから鈍化している」「住宅部門の

活動は住宅ローン金利上昇を反映して著しく弱くなった」「金利の上昇と生産高の伸びの鈍化は企

業の設備投資にも重い負担となっている」と、景気が弱含みであることを認めつつ、「成長率鈍化

にもかかわらず、労働市場は引き続き極めてタイト」「最近のインフレ率は予想を再び上回る結果

となった」として、高インフレ圧力は続いているとの認識を示した。 
 今回の声明文で前述の新たな文言を追加した理由について、パウエル議長は「金融引き締めの

効果が完全に発揮されるまで、特にインフレに対しては時間がかかる」ことを明らかにするため

と説明している。一方で「前回会合以降に発表されたデータは、最終的な金利水準が予想よりも

高くなることを示唆している」として、金利引き締めがさらに長期化する可能性に言及した。 
 パウエル議長は関連して、「（12 月に行われる次回会合後では）同じく 0.75 ポイントの引き上

げとなる見通しか」との質問に対して、「過去 2 回の会合後の記者会見で、利上げペースの減速が

適切となる時期がどこかの時点で来ると述べてきており、その時が近づいている。早ければ次回、

もしくは次々回かもしれない。次回の会合でこれを議論するだろう」と述べつつも、「われわれに

は金融を引き締め過ぎたとか、引き締めペースが速過ぎたといった感覚はない」と明確な答えは

避けた。また「いつ利上げペースを緩めるかではなく、どの程度まで利上げするか、どれぐらい

金融引き締めを続けるかが現在のわれわれの主要な焦点だ」「利上げ停止の議論は時期尚早」とし

て、利上げ継続とその到達点、持続期間が今後重要となるとした。また、景気の軟着陸の可能性

はあるのかという質問には、「まだ可能だと思うが、（その可能性は）過去 1 年で狭まった」「物価

は下がっているが、期待したほどではない」「（結果として）さらに金融を引き締めざるを得ず、

軟着陸に向けた道が狭くなっている」と景気後退の可能性もあることを示唆した。 
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●化学プラント情報 

 
○米国の化学プラント建設コスト指数 
 

2022年08月 2022年07月 2021年08月
(1957-59 = 100) (速報値) (実績) (実績)
指数 824.5 829.8 735.2 年間指数

  機器 1,046.2 1,054.5 918.6 2014 = 576.1
    熱交換器及びタンク 879.3 891.0 784.8 2015 = 556.8
    加工機械 1,054.4 1,073.9 921.1 2016 = 541.7
    管、バルブ及びフィッティング 1,480.8 1,480.2 1,304.7 2017 = 567.5
    プロセス計器 556.5 558.8 541.3 2018 = 603.1
    ポンプ及びコンプレッサー 1,305.3 1,304.4 1,148.8 2019 = 607.5
    電気機器 774.0 770.0 616.8 2020 = 596.2
    構造支持体及びその他のもの 1,183.2 1,199.5 1,000.4 2021 = 708.0
  建設労務 359.7 357.1 347.4
  建物 826.6 834.2 767.5
  エンジニアリング及び管理 312.1 312.0 310.2

米国の化学プラント建設コスト指数
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（出所：「ケミカル・エンジニアリング」2022 年 11 月号より作成） 
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●米国産業機械の輸出入統計（2022 年 8月） 

 

米国商務省センサス局の輸出入統計に基づく、2022 年 8 月の米国における産業機械の輸出入

の概要は、次のとおりである。 

 

(1) 産業機械の輸出は、38 億 2,531 万ドル（対前年同月比 10.5％増）となった。鉱山機械、化

学機械、風水力機械、運搬機械、金属加工機械、業務用洗濯機、動力伝動装置は対前年同月

比がプラスとなったが、ボイラ・原動機、プラスチック機械は対前年同月比がマイナスとな

った。積層造形用機械は HS2022 改正に伴う新規品目である。 

(2) 産業機械の輸入は、58 億 9,731 万ドル（対前年同月比 6.5％増）となった。ボイラ・原動

機、鉱山機械、化学機械、風水力機械、運搬機械、金属加工機械は対前年同月比がプラスと

なったが、プラスチック機械、業務用洗濯機、動力伝動装置は対前年同月比がマイナスとな

った。積層造形用機械は HS2022 改正に伴う新規品目である。 

(3) 産業機械の純輸入は、20 億 7,200 万ドルとなり、80 ヵ月連続で輸入が輸出を上回った。す

べての機械で輸入超過となった。 

(4) 各機械の輸出入の概要は、次の通りである。 

① ボイラ・原動機は、輸出が 8 億 1,183 万ドル（対前年同月比 5.2％減）となり、ガスター

ビン（≦5MW）やガスタービン（＞5MW）などの減少により、2 ヵ月振りに対前年同月比

がマイナスとなった。輸入は 8 億 5,465 万ドル（対前年同月比 1.3％増）となり、液体原動

機（シリンダ）や液体原動機（その他）などの増加により、7 ヵ月連続で対前年同月比がプ

ラスなった。 

② 鉱山機械は、輸出が 1 億 437 万ドル（対前年同月比 1.1％増）となり、選別機や混合機な

どの増加により、8 ヵ月連続で対前年同月比がプラスとなった。輸入は 1 億 7,154 万ドル（対

前年同月比 41.2％増）となり、選別機、破砕機などの増加により、19 ヵ月連続で対前年同

月比がプラスとなった。 

③ 化学機械は、輸出が 12 億 978 万ドル（対前年同月比 20.8％増）となり、温度処理機械（熱

交換装置）や分離ろ過機（液体ろ過機）などの増加により、18 ヵ月連続で対前年同月比が

プラスとなった。輸入は 14 億 625 万ドル（対前年同月比 1.5％増）となり、温度処理機械

（熱交換装置）や HS2022 改正に伴う新規品目である分離ろ過機（気体ろ過機・内燃機関）

などの増加により、2 ヵ月振りに対前年同月比がプラスとなった。 

④ プラスチック機械は、輸出が 1 億 938 万ドル（対前年同月比 18.5％減）となり、射出成

形機やその他の機械などの減少により、対前年同月比が 4 か月振りにマイナスとなった。

輸入は 2 億 7,385 万ドル（対前年同月比 3.6％減）となり、射出成形機や吹込み成形機など

の減少により、2 ヵ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。 

⑤ 風水力機械は、輸出が 8 億 8,321 万ドル（対前年同月比 9.9％増）となり、ポンプ（その

他往復容積式）やポンプ（タービンポンプその他）などの増加により、7 ヵ月連続で対前年

同月比がプラスとなった。輸入は 13 億 5,076 万ドル（対前年同月比 14.5％増）となり、ポ
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ンプ（紙パ用等遠心式）や送風機（その他遠心式）などの増加により、18 ヵ月連続で対前

年同月比がプラスとなった。 

⑥ 運搬機械は、輸出が 3 億 6,643 万ドル（対前年同月比 17.1％増）となり、巻上機（森林

での丸太取扱装置)やその他連続式エレベ・コンベイヤ（その他ベルト型）などの増加によ

り、2 ヵ月振りに対前年同月比がプラスとなった。輸入は 11 億 1,943 万ドル（対前年同月

比 19.4％増）となり、巻上機（その他の機械装置）やエスカレータ・エレベータ（その他

ベルト型）などの増加により、19 ヵ月連続で対前年同月比がプラスとなった。 

⑦ 金属加工機械は、輸出が 6,325 万ドル（対前年同月比 72.6％増）となり、ベンディング

等（その他）や HS2022 改正に伴う新規品目である熱間鍛造機（密閉型）などの増加によ

り、3 ヵ月連続で対前年同月比がプラスとなった。輸入は 1 億 5,209 万ドル（対前年同月比

15.6％増）となり、HS2022 改正に伴う削除品目であるベンディング等（数値制御式プレス

ブレーキ）やベンディング等（その他の数値制御式）などの増加により、2 ヵ月振りに対前

年同月比がプラスとなった。 

⑧ 業務用洗濯機は、輸出が 3,665 万ドル（対前年同月比 14.6％増）となり、洗濯機（10kg
超）や洗濯機（10kg 以下遠心脱水）の増加により、8 ヵ月連続で対前年同月比がプラスと

なった。輸入は 1 億 6,168 万ドル（対前年同月比 28.8％減）となり、洗濯機（10kg 超）や

乾燥機（10kg 超・品物用）などの減少により、3 ヵ月連続で対前年同月比がマイナスとな

った。 

⑨ 動力伝動装置は、輸出が 2 億 4,040 万ドル（対前年同月比 32.9％増）となり、トルクコ

ンバータやギヤボックス等変速機（手動可変式）などの増加により、7 ヵ月連続で対前年同

月比がプラスとなった。輸入は 4 億 706 万ドル（対前年同月比 5.1％減）となり、ギヤボッ

クス等変速機（固定比・その他）やギヤボックス等変速機（手動可変式・その他）などの

減少により、2 ヵ月振りに対前年同月比がマイナスとなった。 

⑩ 積層造形用機械は、HS2022 改正に伴う新規品目である。輸出が 2,049 万ドル、輸入が

3,005 万ドルとなった。 
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図 1 米国における産業機械の輸出金額の推移 
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図 2 米国における産業機械の輸入金額の推移 
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（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

番号 産業機械名 対前年比 2022年08月 2021年08月

区分 金額（A) 構成比 金額（B) 構成比 伸び率（%） 金額（E)=A-C 金額(F)=B-D

機械類 361.288 44.5 371.160 43.4 -2.7 15.149 62.271

1 ボイラ・原動機 部品 450.538 55.5 484.806 56.6 -7.1 -57.972 -49.856

小計 811.825 100.0 855.967 100.0 -5.2 -42.823 12.414

機械類 43.476 41.7 41.491 40.2 4.8 -48.635 -18.956

2 鉱山機械 部品 60.899 58.3 61.730 59.8 -1.3 -18.526 0.695

小計 104.374 100.0 103.221 100.0 1.1 -67.161 -18.261

機械類 890.641 73.6 733.644 73.2 21.4 -264.163 -409.339

3 化学機械 部品 319.139 26.4 268.182 26.8 19.0 67.690 26.330

小計 1,209.780 100.0 1,001.826 100.0 20.8 -196.474 -383.009

機械類 47.376 43.3 72.469 54.0 -34.6 -115.840 -121.401

4 プラスチック機械 部品 62.004 56.7 61.779 46.0 0.4 -48.630 -28.468

小計 109.379 100.0 134.248 100.0 -18.5 -164.470 -149.869

機械類 620.265 70.2 569.952 70.9 8.8 -371.748 -319.323

5 風水力機械 部品 262.948 29.8 233.972 29.1 12.4 -95.799 -56.932

小計 883.213 100.0 803.924 100.0 9.9 -467.548 -376.255

機械類 232.206 63.4 195.211 62.4 19.0 -591.043 -475.718

6 運搬機械 部品 134.228 36.6 117.765 37.6 14.0 -161.951 -149.029

小計 366.434 100.0 312.976 100.0 17.1 -752.994 -624.746

機械類 54.752 86.6 33.073 90.3 65.6 -70.187 -76.612

7 金属加工機械 部品 8.498 13.4 3.572 9.7 137.9 -18.649 -18.339

小計 63.251 100.0 36.644 100.0 72.6 -88.836 -94.950

機械類 34.672 94.6 29.567 92.5 17.3 -94.356 -172.909

8 業務用洗濯機 部品 1.980 5.4 2.402 7.5 -17.6 -30.675 -22.138

小計 36.652 100.0 31.970 100.0 14.6 -125.031 -195.048

機械類 174.829 72.7 125.430 69.3 39.4 -99.035 -181.895

9 動力伝導装置 部品 65.569 27.3 55.496 30.7 18.1 -67.630 -65.924

小計 240.398 100.0 180.926 100.0 32.9 -166.664 -247.818

機械類 16.182 79.0 0.000 - - -5.638 0.000

10 積層造形用機械 部品 4.312 21.0 0.000 - - -3.916 0.000

小計 20.494 100.0 0.000 100.0 - -9.555 0.000

機械類 2,459.504 64.3 2,171.998 62.7 13.2 -1,639.859 -1,713.881

部品 1,365.803 35.7 1,289.705 37.3 5.9 -432.142 -363.661

合計 3,825.306 100.0 3,461.703 100.0 10.5 -2,072.001 -2,077.542

番号 産業機械名 対前年比 増減率(%) 対輸出割合(%)

区分 金額（C) 構成比 金額（D) 構成比 伸び率（%） (G)=(E-F)/|F| (H)=E/A

機械類 346.138 40.5 308.889 36.6 12.1 -75.7 4.19

1 ボイラ・原動機 部品 508.510 59.5 534.663 63.4 -4.9 -16.3 -12.87

小計 854.648 100.0 843.552 100.0 1.3 -444.9 -5.27

機械類 92.111 53.7 60.447 49.8 52.4 -156.6 -111.87

2 鉱山機械 部品 79.425 46.3 61.035 50.2 30.1 -2,765.5 -30.42

小計 171.536 100.0 121.482 100.0 41.2 -267.8 -64.35

機械類 1,154.804 82.1 1,142.983 82.5 1.0 35.5 -29.66

3 化学機械 部品 251.450 17.9 241.853 17.5 4.0 157.1 21.21

小計 1,406.254 100.0 1,384.835 100.0 1.5 48.7 -16.24

機械類 163.216 59.6 193.870 68.2 -15.8 4.6 -244.51

4 プラスチック機械 部品 110.633 40.4 90.247 31.8 22.6 -70.8 -78.43

小計 273.849 100.0 284.117 100.0 -3.6 -9.7 -150.37

機械類 992.013 73.4 889.275 75.4 11.6 -16.4 -59.93

5 風水力機械 部品 358.748 26.6 290.904 24.6 23.3 -68.3 -36.43

小計 1,350.761 100.0 1,180.179 100.0 14.5 -24.3 -52.94

機械類 823.250 73.5 670.929 71.5 22.7 -24.2 -254.53

6 運搬機械 部品 296.178 26.5 266.794 28.5 11.0 -8.7 -120.65

小計 1,119.428 100.0 937.723 100.0 19.4 -20.5 -205.49

機械類 124.939 82.2 109.684 83.4 13.9 8.4 -128.19

7 金属加工機械 部品 27.147 17.8 21.910 16.6 23.9 -1.7 -219.44

小計 152.086 100.0 131.595 100.0 15.6 6.4 -140.45

機械類 129.028 79.8 202.477 89.2 -36.3 45.4 -272.14

8 業務用洗濯機 部品 32.655 20.2 24.541 10.8 33.1 -38.6 -1549.35

小計 161.683 100.0 227.017 100.0 -28.8 35.9 -341.13

機械類 273.863 67.3 307.325 71.7 -10.9 45.6 -56.65

9 動力伝導装置 部品 133.199 32.7 121.420 28.3 9.7 -2.6 -103.14

小計 407.062 100.0 428.745 100.0 -5.1 32.7 -69.33

機械類 21.820 72.6 0.000 - - - -34.84

10 積層造形用機械 部品 8.229 27.4 0.000 - - - -90.82

小計 30.049 100.0 0.000 100.0 - - -46.62

機械類 4,099.363 69.5 3,885.879 70.2 5.5 4.3 -66.67

部品 1,797.944 30.5 1,653.366 29.8 8.7 -18.8 -31.64

合計 5,897.307 100.0 5,539.245 100.0 6.5 0.3 -54.17

輸入
2022年08月 2021年08月

純輸出

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

純輸出

産業機械合計

表１　米国における産業機械の輸出入統計（総括表）

2022年08月 2021年08月
輸出

産業機械合計
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(単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8402 - 11 水管ボイラ（＞45t/h) * 160 1.469 268 4.310 -65.9

12 水管ボイラ（＜45t/h) * 169 1.217 310 6.465 -81.2

19 その他蒸気発生ボイラ * 619 6.009 263 2.025 196.7

20 過熱水ボイラ * 26 0.088 17 0.173 -49.0

90 - 0010 部分品（熱交換器） * 80 1.760 85 0.350 403.3

8404 - 10 - 0010 補助機器（エコノマイザ） * 39 0.503 68 1.435 -64.9

0050 補助機器（その他） * 92 1.740 50 0.736 136.4

20 蒸気原動機用復水器 * 91 0.424 54 1.226 -65.4

8406 - 10 蒸気タービン (船用) 3 0.009 1 0.011 -20.6

81 蒸気タービン（＞40MW） 0 0.000 0 0.000 -

82 蒸気タービン (≦40MW） 189 7.784 22 0.985 690.3

8410 - 11 液体タービン（≦1MW） 56 0.187 275 5.707 -96.7

12 液体タービン（≦10MW） 3 0.055 107 1.130 -95.2

13 液体タービン（＞10MW） 238 0.042 8,315 1.455 -97.1

8411 - 81 ガスタービン（≦5MW） 816 29.640 56 36.003 -17.7

82 ガスタービン（＞5MW） 56 96.856 80 114.860 -15.7

8412 - 21 液体原動機（シリンダ） 109,715 104.998 87,949 103.264 1.7

29 液体原動機（その他） 64,340 52.476 63,204 41.907 25.2

31 気体原動機(シリンダ） 151,277 19.224 162,216 18.320 4.9

39 気体原動機(その他） 21,596 16.279 19,680 13.195 23.4

80 その他原動機 187,776 20.528 238,083 17.603 16.6

- 361.288 - 371.160 -2.7

8402 - 90 - 0090 部品(ボイラ用） X 6.418 X 5.803 10.6

8404 - 90 部品(補助機器用） X 21.890 X 1.414 1448.4

8406 - 90 部品(蒸気タービン用） X 19.693 X 20.327 -3.1

8410 - 90 部品(液体タービン用） X 1.276 X 0.993 28.5

8411 - 99 部品(ガスタービン用） X 308.948 X 387.347 -20.2

8412 - 90 部品（その他） X 92.312 X 68.923 33.9

- 450.538 - 484.806 -7.1

- 811.825 - 855.967 -5.2

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(2) 鉱山機械　（輸出）

(単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8430 - 49 せん孔機 172 11.089 2,525 12.616 -12.1

8467 - 19 - 5060 さく岩機（手持工具） 5,916 1.730 5,348 1.575 9.8

8474 - 10 選別機 324 15.526 660 12.400 25.2

20 破砕機 307 13.039 393 13.553 -3.8

39 混合機 95 2.092 78 1.347 55.4

- 43.476 - 41.491 4.8

8474 - 90 部品 X 60.899 X 61.730 -1.3

- 60.899 - 61.730 -1.3

- 104.374 - 103.221 1.1

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(1) ボイラ・原動機　（輸出）

HS コード 品    名

機械類合計

HS コード 品    名

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

表２　米国における産業機械の輸出統計（詳細）

2022年08月 2021年08月

Ch.(%)

2022年08月 2021年08月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計
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(3) 化学機械　（輸出）

    (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

7309 - 00 タンク 140,217 23.142 188,623 25.247 -8.3

8419 - 19 温度処理機械（湯沸器） 33,110 16.493 39,175 15.366 7.3

20 〝 (減菌器） 2,506 9.504 2,162 12.061 -21.2

35 〝 (乾燥機・紙パ用） 9 0.197 14 0.263 -24.8

39 〝 (乾燥機・その他） 6,219 10.298 2,992 13.030 -21.0

40 〝 (蒸留機） 187 1.620 651 2.641 -38.7

50 〝 (熱交換装置） 267,667 117.395 198,788 76.485 53.5

60 〝（気体液化装置） 670 5.006 713 2.942 70.2

89 〝（その他） 18,736 72.016 16,930 55.902 28.8

8405 - 10 発生炉ガス発生機 2,858 3.697 665 2.158 71.4

8479 - 82 混合機 27,208 31.280 31,649 23.437 33.5

8401 - 20 分離ろ過機（同位体用） * 46 0.253 102 0.142 78.7

8421 - 19 〝（遠心分離機） 1,291 15.078 1,109 12.604 19.6

29 〝（液体ろ過機） 5,009,891 232.776 11,405,689 187.331 24.3

32 注1 〝（気体ろ過機・内燃機関） 825,153 147.071 0 0.000 -

39 〝 (気体ろ過機・その他） 3,830,432 184.241 4,186,461 289.908 -36.4

8439 - 10 紙パ製造機械（パルプ用） 66 1.260 219 0.849 48.4

20 〝 （製紙用） 35 0.707 156 1.717 -58.8

30 〝 （仕上用） 41 1.932 28 1.199 61.1

8441 - 10 〝 （切断機） 309 6.807 289 6.760 0.7

40 〝 （成形用） 59 1.866 5 0.055 3,289.8

80 〝 （その他） 314 8.002 138 3.549 125.5

- 890.641 - 733.644 21.4

8405 - 90 部品（ガス発生機械用） X 3.674 X 1.827 101.1

8419 - 90 - 2000 部品（紙パ用） X 8.002 X 1.759 354.8

8421 - 91 部品（遠心分離機用） X 11.450 X 10.605 8.0

99 部品（ろ過機用） X 258.136 X 216.580 19.2

8439 - 91 部品（パルプ製造機用） X 9.105 X 8.324 9.4

99 部品（製紙・仕上機用） X 8.732 X 9.727 -10.2

8441 - 90 部品（その他紙パ製造機用） X 20.039 X 19.360 3.5

- 319.139 - 268.182 19.0

- 1,209.780 - 1,001.826 20.8
注1：HS2022改正に伴う新規品目、注2：HS2022改正に伴う削除品目
(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

・「*」の数量単位は「t」である。

(4) プラスチック機械　（輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8477 - 10 射出成形機 93 10.495 148 17.628 -40.5

20 押出成形機 50 4.065 22 2.875 41.4

30 吹込み成形機 35 1.026 30 1.897 -45.9

40 真空成形機 64 1.490 237 4.877 -69.5

51 その他の機械（成形用） 76 0.677 212 1.371 -50.6

59 その他のもの（成形用） 231 9.639 189 9.618 0.2

80 その他の機械 1,122 19.983 1,715 34.204 -41.6

1,671 47.376 2,553 72.469 -34.6

8477 - 90 部品 X 62.004 X 61.779 0.4

- 62.004 - 61.779 0.4

- 109.379 - 134.248 -18.5

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2022年08月 2021年08月

Ch.(%)

機械類合計

HS コード 品    名

2022年08月 2021年08月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

HS コード 品    名

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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(5) 風水力機械 （輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8413 - 19 65,114 25.599 46,938 17.799 43.8

30 1,047,156 103.774 943,097 102.527 1.2

50 - 0010 1,632 13.743 1,216 4.610 198.1

0050 47,832 25.293 54,238 21.361 18.4

0090 12,727 37.645 10,314 25.243 49.1

60 - 0050 23 0.749 39 0.917 -18.4

0070 4,260 1.548 2,674 0.900 72.1

0090 16,217 34.378 10,700 31.153 10.4

70 207,835 96.525 257,806 93.240 3.5

81 98,419 44.815 110,033 32.708 37.0

82 2,061 0.437 667 0.170 157.7

8414 - 80 - 1618 9,214 3.951 10,916 4.864 -18.8

1642 90 0.333 147 1.029 -67.6

1655 354 2.480 281 2.738 -9.4

1660 1,027 1.575 423 0.925 70.3

1667 211 2.909 222 2.910 0.0

1675 322 5.786 228 4.606 25.6

1680 10,246 4.108 18,710 7.692 -46.6

1685 107 1.022 154 1.062 -3.8

1690 114,481 7.167 38,091 3.988 79.7

2015 12,698 32.352 7,557 52.681 -38.6

2055 1,002 8.199 1,374 8.246 -0.6

2065 23 0.870 55 1.350 -35.5

2075 28 6.091 20 12.714 -52.1

9000 183,521 37.718 139,929 27.414 37.6

59 - 9080 1,808,259 85.752 1,490,930 75.885 13.0

10 真空ポンプ 109,063 35.444 116,898 31.219 13.5

3,753,922 620.265 3,263,657 569.952 8.8

8413 - 91 - 1000 部品（圧縮点火機関用ポンプ） X 21.155 X 31.176 -32.1

9010 〃（その他エンジン用ポンプ） X 13.191 X 12.798 3.1

9520 〃（ポンプ用その他） X 125.083 X 102.289 22.3

92 〃（液体エレベータ） X 0.605 X 3.329 -81.8

8414 - 90 - 1080 〃（その他送風機） X 24.173 X 19.103 26.5

2095 〃（その他圧縮機その他） X 39.796 X 34.066 16.8

9100 〃（真空ポンプ） X 38.946 X 31.211 24.8

- 262.948 - 233.972 12.4

- 883.213 - 803.924 9.9

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2022年08月 2021年08月

Ch.(%)

ポンプ（その他計器付設型）

HS コード 品    名

〃 （油井用回転容積式）

〃 （ローラポンプ）

〃 （その他回転容積式）

〃 （紙パ用等遠心式）

〃 （ピストンエンジン用）

〃 （油井用往復容積式）

〃 （ダイアフラム式）

〃 （その他往復容積式）

〃 （ 〃＞74.6KW)

〃 （定置回転式≦11.19KW)

〃 （〃11.19KW＜ ≦74.6KW)

〃 （ 〃11.19KW＜ ≦74.6KW)

〃 （タービンポンプその他）

液体エレベータ

圧縮機（定置往復式≦11.19KW）

〃 （その他）

〃 （遠心式及び軸流式）

〃 （その他圧縮機≦186.5KW)

〃 （〃186.5KW＜ ≦746KW)

〃 （〃＞746KW)

〃 （〃＞74.6KW)

〃 （定置式その他）

〃 （携帯式＜0.57m3/min.)

〃 （携帯式その他）

送風機（その他）

総合計

機械類合計

部品合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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(6) 運搬機械 （輸出）

    (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8426 - 11

   （固定支持式天井クレーン） 50 1.678 45 1.320 27.1

12 301 3.157 135 1.992 58.5

19 257 1.511 249 2.423 -37.6

20 44 1.464 53 0.984 48.8

30 472 1.733 273 2.511 -31.0

91 406 6.626 279 4.601 44.0

99 85 0.676 145 1.563 -56.7

8425 - 39   

   （ウィン・キャップ：その他） 6,119 10.015 4,135 8.389 19.4

11 4,103 9.565 1,859 6.755 41.6

19 14,258 3.614 14,691 3.308 9.3

31 9,311 6.497 17,342 8.129 -20.1

8428 - 60 146 0.746 300 0.842 -11.5

70 318 8.453 415 9.882 -14.5

90 - 0310 614 7.954 162 2.931 171.4

0390 69,785 55.261 49,183 46.805 18.1

8425 - 41   

   （据付け式） 620 2.640 449 1.212 117.8

42 25,617 11.027 12,172 6.044 82.4

49 249,640 7.066 241,226 6.622 6.7

8428 - 20 - 0010 エスカレータ・エレベータ

  （空圧式コンベイャ） 147 1.871 175 2.843 -34.2

0050 〃（空圧式エレベータ） 826 5.713 259 2.394 138.6

10 〃（非連続エレ・スキップホ） 1,147 17.548 1,085 18.329 -4.3

40 〃（エスカレータ・移動歩道） 6 0.068 12 0.374 -82.0

31 その他連続式エレベ・コンベイヤ  

  （地下使用形） 21 0.556 5 0.153 263.4

32 〃（その他バケット型） 150 3.660 36 0.798 358.7

33 〃（その他ベルト型） 1,419 20.146 1,331 14.651 37.5

39 〃（その他のもの） 30,952 42.964 40,517 39.355 9.2

416,814 232.206 386,533 195.211 19.0

8431 - 10 - 0010 部品

  （プーリタタック・ホイス用） X 3.107 X 2.828 9.9

0090 〃（その他巻上機等用） X 9.727 X 9.760 -0.3

31 - 0020 〃（スキップホイスﾄ用） X 0.561 X 0.739 -24.1

0040 〃（エスカレータ用） X 6.986 X 1.113 527.5

0060 〃（非連続作動エレベータ用） X 3.613 X 8.050 -55.1

39 - 0010 〃（空圧式エレベ・コンベ用） X 36.678 X 37.344 -1.8

0050 〃（石油・ガス田機械装置用） X 9.055 X 10.399 -12.9

0090 〃（その他の運搬機械用） X 34.241 X 33.402 2.5

49 - 1010 〃（天井・ガント・門形等用） X 9.312 X 5.960 56.2

1060 〃（移動リ・ストラドル等用） X 2.539 X 1.295 96.0

1090 〃（その他クレーン用） X 18.407 X 6.875 167.7

- 134.228 - 117.765 14.0

- 366.434 - 312.976 17.1

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2021年08月

Ch.(%)

クレーン

〃 （移動リフテ・ストラドル）

〃 （液圧式その他）

〃 （その他のもの）

〃 （その他のもの）

巻上機

〃 （プーリタ・ホイス：電動）

〃 （〃：その他）

品    名

2022年08月

〃 （非固定天井・ガントリ等）

〃 （タワークレーン）

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

〃 （その他の機械装置)

ジャッキ・ホイスト

〃 （産業用ロボット)

〃 （森林での丸太取扱装置)

〃 （ウィンチ・キャプ：電動)

〃 （ケーブルカー等けん引装置)

機械類合計

〃 （門形ジブクレーン）

〃 （道路走行車両装備用）

HS コード
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(7) 金属加工機械　（輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8455 - 10 圧延機（管圧延機） 21 1.856 15 0.222 737.0

21 〃（熱間及び熱・冷組合せ） 16 0.458 48 0.703 -34.8

22 〃（冷間圧延用） 1 0.022 74 1.502 -98.5

8462 - 10 注2 鍛造機等 0 0.000 110 6.091 -100.0

11 注1 熱間鍛造機（密閉型） 153 7.434 0 0.000 -

19 注1 〃（その他） 26 1.630 0 0.000 -

21 注2 ベンディング等（数値制御式） 0 0.000 280 4.490 -100.0

22 注1 〃（形状成型機） 220 3.741 0 0.000 -

23 注1 〃（数値制御式プレスブレーキ） 14 1.662 0 0.000 -

24 注1 〃（数値制御式パネルベンダー） 6,080 0.603 0 0.000 -

25 注1 〃（数値制御式ロール成形機） 18 1.701 0 0.000 -

26 注1 〃（その他の数値制御式） 97 1.973 0 0.000 -

29 〃（その他） 2,756 15.844 2,247 10.234 54.8

31 注2 剪断機（数値制御式） 0 0.000 27 1.022 -100.0

32 注1 スリッター機等（スリッター機・切断機） 2 0.061 0 0.000 -

33 注1 〃（数値制御式剪断機） 2 0.064 0 0.000 -

39 〃（その他） 157 1.832 263 1.497 22.4

41 注2 パンチング等（数値制御式） 0 0.000 52 3.589 -100.0

42 注1 〃（数値制御式） 42 1.457 0 0.000 -

49 〃（その他） 1,866 3.111 784 0.368 746.3

51 注1 炉心管（数値制御式） 0 0.000 0 0.000 -

59 注1 〃（その他） 0 0.000 0 0.000 -

61 注1 冷間金属加工（液圧プレス） 12 2.463 0 0.000 -

62 注1 〃（機械プレス） 105 2.912 0 0.000 -

63 注1 〃（サーボプレス） 159 2.768 0 0.000 -

69 注1 〃（その他） 7 0.132 0 0.000 -

90 注1 その他 990 3.031 0 0.000 -

91 液圧プレス 0 0.000 41 1.700 -100.0

99 その他 0 0.000 175 1.654 -100.0

12,744 54.752 4,116 33.073 65.6

8455 - 90 部品（圧延機用） * X 8.498 X 3.572 137.9

- 8.498 - 3.572 137.9

- 63.251 - 36.644 72.6
注1：HS2022改正に伴う新規品目、注2：HS2022改正に伴う削除品目

(8) 業務用洗濯機　（輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8450 - 12 洗濯機（10kg以下遠心脱水） 355 0.271 479 0.222 22.0

19 〃（〃・その他） 216 0.109 415 0.183 -40.4

20 〃（10kg超） 58,600 28.320 56,221 22.073 28.3

8451 - 10 ドライクリーニング機 58 0.905 82 1.148 -21.2

29 - 0010 乾燥機（10kg超・品物用） 9,923 5.068 12,360 5.941 -14.7

69,152 34.672 69,557 29.567 17.3

8450 - 90 部品（洗濯機用） X 1.980 X 2.402 -17.6

- 1.980 - 2.402 -17.6

- 36.652 - 31.970 14.6

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2021年08月

Ch.(%)

機械類合計

HS コード 品    名

2022年08月

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

2021年08月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

HS コード 品    名

2022年08月

(注）・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「*」の数量単位は「kg」である。
出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計
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(9) 動力伝導装置　（輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8483 - 40 - 1000 トルクコンバータ 6,553 14.920 9,474 9.286 60.7

4010 ギヤボックス等変速機（固定比） 15,835 28.111 11,895 25.093 12.0

4050 〃（手動可変式） 22,305 84.484 19,283 54.023 56.4

7000 〃（その他） 4,209 8.492 3,811 6.850 24.0

9000 歯車及び歯車伝導機 14,402,441 38.822 13,616,100 30.177 28.6

- 174.829 - 125.430 39.4

8483 - 90 - 5000 部品（ギヤボックス等変速機用） X 65.569 X 55.496 18.1

- 65.569 - 55.496 18.1

- 240.398 - 180.926 32.9

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(10) 積層造形用機械　（輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8485 - 10 注1 積層造形用機械（メタル） 14 1.286 0 0.000 -

20 注1 〃（プラスチック） 787 14.523 0 0.000 -

30 注1 〃（プラスター） 1 0.005 0 0.000 -

80 注1 〃（その他） 34 0.368 0 0.000 -

- 16.182 - 0.000 -

8485 - 90 注1 部品（積層造形用機械） X 4.312 X 0.000 -

- 4.312 - 0.000 -

- 20.494 - 0.000 -
注1：HS2022改正に伴う新規品目、注2：HS2022改正に伴う削除品目
(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

HS コード 品    名

2022年08月 2021年08月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計

2021年08月

Ch.(%)

機械類合計

HS コード 品    名

2022年08月
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（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8402 - 11 水管ボイラ（＞45t/h) * 0 0.000 1 0.007 -100.0

12 水管ボイラ（＜45t/h) * 78 0.805 29 0.516 56.1

19 その他蒸気発生ボイラ * 212 2.926 490 3.998 -26.8

20 過熱水ボイラ * 19 0.138 14 1.782 -92.2

90 - 0010 部分品（熱交換器） * 212 1.454 123 0.665 118.6

8404 - 10 - 0010 補助機器（エコノマイザ） * 33 0.198 97 0.367 -46.0

0050 補助機器（その他） * 266 2.419 158 1.376 75.9

20 蒸気原動機用復水器 * 386 7.223 56 0.617 1069.8

8406 - 10 蒸気タービン（舶用） 0 0.000 0 0.000 -

81 蒸気タービン（>40MW) 0 0.000 10 0.012 -100.0

82 蒸気タービン(≦40MW) 5 0.003 2 0.340 -99.2

8410 - 11 液体タービン（≦1MW） 2 0.025 1 0.003 861.5

12 液体タービン（≦10MW） 1 0.006 16 0.036 -84.6

13 液体タービン（＞10ＭＷ） 0 0.000 0 0.000 -

8411 - 81 ガスタービン（≦5MW） 70 28.941 80 31.463 -8.0

82 ガスタービン（＞5MW） 7 15.802 6 19.232 -17.8

8412 - 21 液体原動機（シリンダ） 1,154,858 133.482 769,990 116.124 14.9

29 液体原動機（その他） 155,426 96.203 114,424 74.688 28.8

31 気体原動機(シリンダ） 767,606 32.310 694,241 34.484 -6.3

39 気体原動機(その他） 136,925 14.122 151,993 14.191 -0.5

80 その他原動機 381,597 10.080 311,520 8.989 12.1

- 346.138 - 308.889 12.1

8402 - 90 - 0090 部品(ボイラ用） X 16.314 X 3.581 355.6

8404 - 90 部品(補助機器用） X 3.076 X 0.786 291.4

8406 - 90 部品(蒸気タービン用） X 13.472 X 6.753 99.5

8410 - 90 部品(液体タービン用） X 2.552 X 1.286 98.5

8411 - 99 部品(ガスタービン用） X 189.943 X 198.349 -4.2

8412 - 90 部品（その他） X 283.153 X 323.908 -12.6

- 508.510 - 534.663 -4.9

- 854.648 - 843.552 1.3

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(2) 鉱山機械　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8430 - 49 せん孔機 2,429 15.116 1,641 5.431 178.3

8467 - 19 - 5060 さく岩機（手持工具） 178,789 13.961 228,212 13.683 2.0

8474 - 10 選別機 1,042 27.976 1,642 20.859 34.1

20 破砕機 746 32.807 260 17.858 83.7

39 混合機 1,047 2.252 505 2.616 -13.9

- 92.111 - 60.447 52.4

8474 - 90 部品 X 79.425 X 61.035 30.1

- 79.425 - 61.035 30.1

- 171.536 - 121.482 41.2

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

表３　米国における産業機械の輸入統計（詳細）

Ch.(%)

Ch.(%)

2021年08月

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

(1) ボイラ・原動機　（輸入）

2022年08月

総合計

HS コード 品    名

品    名

機械類合計

部品合計

総合計

部品合計

機械類合計

HS コード

2022年08月 2021年08月

― 96 ―

情報報告　シカゴ



(3) 化学機械　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

7309 - 00 タンク 133,079 53.460 104,453 42.093 27.0

8419 - 19 温度処理機械（湯沸器） 203,709 47.754 196,655 40.166 18.9

20 〝 (減菌器） 22,558 15.915 20,878 17.270 -7.9

35 〝 (乾燥機・紙パ用） 121 4.480 125 0.866 417.3

39 〝 (乾燥機・その他） 21,380 18.304 9,815 27.374 -33.1

40 〝 (蒸留機） 10,541 7.506 5,371 11.124 -32.5

50 〝 (熱交換装置） 1,446,687 131.889 1,215,298 104.633 26.0

60 〝（気体液化装置） 921 6.150 205 4.258 44.4

89 〝（その他） 426,358 90.392 399,789 75.648 19.5

8405 - 10 発生炉ガス発生機 298,422 2.549 244,340 2.034 25.3

8479 - 82 混合機 130,486 70.776 116,471 52.030 36.0

8401 - 20 分離ろ過機（同位体用） * 2 0.050 12 0.042 17.6

8421 - 19 〝（遠心分離機） 111,401 25.347 142,283 17.155 47.8

29 〝（液体ろ過機） 44,247,759 137.114 24,904,023 105.810 29.6

32 注1 〝（気体ろ過機・内燃機関） 1,056,145 244.774 0 0.000 -

39 〝 (気体ろ過機・その他） 12,243,232 237.068 14,930,350 541.561 -56.2

8439 - 10 紙パ製造機械（パルプ用） 5 0.278 7 0.339 -17.9

20 〝 （製紙用） 11 1.080 11 0.873 23.8

30 〝 （仕上用） 46 6.069 40 3.728 62.8

8441 - 10 〝 （切断機） 423,087 33.224 505,547 55.015 -39.6

40 〝 （成形用） 71 1.208 58 4.166 -71.0

80 〝 （その他） 874 19.415 648 36.799 -47.2

- 1,154.804 - 1,142.983 1.0

8405 - 90 部品（ガス発生機械用） X 3.233 X 0.527 513.8

8419 - 90 - 2000 部品（紙パ用） X 1.183 X 18.154 -93.5

8421 - 91 部品（遠心分離機用） X 22.095 X 16.743 32.0

99 部品（ろ過機用） X 177.692 X 150.399 18.1

8439 - 91 部品（パルプ製造機用） X 8.615 X 5.829 47.8

99 部品（製紙・仕上機用） X 14.393 X 14.171 1.6

8441 - 90 部品（その他紙パ製造機用） X 24.239 X 36.030 -32.7

- 251.450 - 241.853 4.0

- 1,406.254 - 1,384.835 1.5
注1：HS2022改正に伴う新規品目、注2：HS2022改正に伴う削除品目      
(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

・「*」の数量単位は「t」である。

(4) プラスチック機械　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8477 - 10 射出成形機 667 71.476 617 90.379 -20.9

20 押出成形機 105 20.577 118 9.174 124.3

30 吹込み成形機 63 15.876 43 25.304 -37.3

40 真空成形機 100 5.712 191 8.459 -32.5

51 その他の機械（成形用） 38 0.546 23 6.181 -91.2

59 その他のもの（成形用） 260 10.357 280 13.349 -22.4

80 その他の機械 67,863 38.673 35,587 41.024 -5.7

69,096 163.216 36,859 193.870 -15.8

8477 - 90 部品 X 110.633 X 90.247 22.6

- 110.633 - 90.247 22.6

- 273.849 - 284.117 -3.6

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

機械類合計

HS コード

部品合計

品    名

総合計

Ch.(%)

2022年08月 2021年08月

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

総合計

部品合計

機械類合計

Ch.(%)品    名HS コード

2022年08月 2021年08月
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(5) 風水力機械 （輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8413 - 19 622,950 28.212 1,204,456 22.891 23.2

30 5,735,491 245.996 6,200,624 243.060 1.2

50 - 0010 200 9.480 1,626 5.345 77.4

0050 339,350 14.101 313,364 16.568 -14.9

0090 392,566 28.277 581,249 34.789 -18.7

60 - 0050 972 0.327 67 0.125 162.2

0070 13,700 1.049 7,138 0.646 62.3

0090 498,875 27.164 257,851 17.166 58.2

70 3,789,155 172.055 3,876,350 146.154 17.7

81 643,389 36.324 827,145 40.814 -11.0

82 3,895 0.356 10,060 0.607 -41.2

8414 - 80 - 1605 96,785 9.687 145,623 6.766 43.2

1615 33,383 5.273 31,757 3.719 41.8

1625 3,285 1.877 7,437 2.201 -14.7

1635 2,085 1.547 1,495 1.111 39.2

1640 420 0.641 330 0.336 90.7

1645 661 0.793 20 0.257 208.6

1655 299 1.047 236 0.325 222.3

1660 4,865 8.946 4,439 6.400 39.8

1665 3,958 7.879 6,339 5.946 32.5

1670 2,001 9.788 883 5.424 80.5

1675 1,022 15.292 422 10.361 47.6

1680 29,712 7.551 25,009 7.275 3.8

1685 1,222,951 39.552 994,400 35.823 10.4

1690 143,319 10.704 164,392 12.047 -11.1

2015 1,100 2.843 185 5.780 -50.8

2055 44,208 10.050 61,219 6.078 65.4

2065 96 8.084 19 0.539 1400.2

2075 21 11.289 38 11.619 -2.8

9000 348,622 17.230 679,274 13.452 28.1

8414 - 59 - 6560 送風機（その他遠心式） 2,005,183 55.879 1,855,795 44.349 26.0

6590 〃（その他軸流式） 5,542,984 88.734 3,123,240 83.277 6.6

6595 〃（その他） 1,689,643 40.704 1,514,704 34.906 16.6

10 真空ポンプ 903,330 73.279 1,028,830 63.121 16.1

24,120,476 992.013 22,926,016 889.275 11.6

8413 - 91 - 1000 部品（圧縮点火機関用ポンプ） X 19.010 X 17.915 6.1

2000 〃（紙パ用ストックポンプ） X 1.310 X 0.530 147.1

9010 〃（その他エンジン用ポンプ） X 30.354 X 24.547 23.7

9096 〃（ポンプ用その他） X 163.911 X 126.793 29.3

92 〃（液体エレベータ） X 2.608 X 1.378 89.2

8414 - 90 - 1080 〃（その他送風機） X 46.800 X 32.323 44.8

4165 〃（その他圧縮機ハウジング） X 17.483 X 14.580 19.9

4175 〃（その他圧縮機その他） X 44.814 X 47.288 -5.2

9140 〃（真空ポンプ） X 8.969 X 6.937 29.3

9180 〃（その他） X 23.489 X 18.614 26.2

- 358.748 - 290.904 23.3

- 1,350.761 - 1,180.179 14.5

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

〃 （ 〃8.21KW＜ ≦11.19KW)

〃 （定置回転式≦11.19KW)

〃 （〃＞74.6KW)

〃 （〃186.5KW＜ ≦746KW)

〃 （携帯式＜0.57m3/min.)

機械類合計

〃 （携帯式その他）

〃 （ 〃19.4KW＜ ≦74.6KW)

総合計

〃 （その他）

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

〃 （〃22.38KW≦ ≦74.6KW)

〃 （遠心式及び軸流式）

〃 （〃＞746KW)

部品合計

〃 （ 〃＞74.6KW)

〃 （その他圧縮機≦186.5KW)

〃 （油井用往復容積式）

〃 （ダイアフラム式）

〃 （定置式その他）

〃 （その他回転容積式）

〃 （紙パ用等遠心式）

ポンプ（その他計器付設型）

液体エレベータ

〃 （タービンポンプその他）

〃 （ 〃4.48KW＜ ≦8.21KW)

HS コード

〃 （ピストンエンジン用）

品    名

圧縮機（定置往復式≦746W）

〃 （ 〃746Ｗ＜ ≦4.48KW)

〃 （油井用回転容積式）

〃 （その他往復容積式）

〃 （ローラポンプ）

〃 （〃11.19KW＜ <22.38KW)

〃 （ 〃11.19KW＜ ≦19.4KW)

Ch.(%)

2022年08月 2021年08月
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(6) 運搬機械 （輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

Ch.(%)

数 量 金 額 数 量 金 額

8426 - 11

65 2.614 99 3.143 -16.8

12 1,377 15.238 115 14.298 6.6

19 1,866 20.119 1,180 5.956 237.8

20 224 7.851 44 6.303 24.6

30 127 1.012 39 1.467 -31.0

91 341 14.041 418 11.564 21.4

99 2,292 3.564 381 4.680 -23.8

8425 - 39

1,751,199 18.038 1,496,545 16.707 8.0

11 21,775 8.989 31,777 9.646 -6.8

19 4,927,373 12.776 4,610,826 12.378 3.2

31 101,292 15.220 124,065 16.831 -9.6

8428 - 60 809 3.230 355 0.911 254.7

70 4,321 65.786 19,461 70.630 -6.9

90 - 0310 24,446 10.225 274 13.871 -26.3

0390 784,414 284.102 653,465 202.463 40.3

8425 - 41

63,625 6.921 20,132 4.707 47.0

42 　〃 （液圧式その他） 618,394 39.802 597,039 36.813 8.1

49 　〃 （その他のもの） 1,725,594 33.238 1,745,803 32.084 3.6

8428 - 20 - 0010

1,151 12.753 788 9.682 31.7

0050 416 6.255 170 1.265 394.4

10 〃（非連続エレ・スキップホイス） 12,999 23.079 12,901 19.620 17.6

40 〃（エスカレータ・移動歩道） 30 1.470 131 1.973 -25.5

31 その他連続式エレベ・コンベイヤ

  （地下使用形） 72 0.072 5 0.294 -75.4

32 〃（その他バケット型） 532 1.410 537 0.890 58.4

33 〃（その他ベルト型） 13,646 66.152 12,584 38.721 70.8

39 〃（その他のもの） 85,596 149.293 73,185 134.031 11.4

10,143,976 823.250 9,402,319 670.929 22.7

8431 - 10 - 0010 部品

X 9.937 X 4.885 103.4

0090 X 18.123 X 15.831 14.5

31 - 0020 〃（スキップホイスﾄ用） X 0.692 X 0.952 -27.3

0040 X 1.390 X 1.335 4.1

0060 X 38.559 X 34.746 11.0

39 - 0010 X 88.041 X 96.994 -9.2

0050 X 8.626 X 2.178 296.0

0070 X 5.646 X 4.362 29.4

0080 X 96.823 X 76.484 26.6

49 - 1010 X 9.919 X 11.747 -15.6

1060 X 3.103 X 3.323 -6.6

1090 X 15.320 X 13.956 9.8

- 296.178 - 266.794 11.0

- 1,119.428 - 937.723 19.4

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

〃（非連続作動エレベータ用）

〃（移動リ・ストラドル等用）

〃（天井・ガント・門形等用）

〃（その他クレーン用）

クレーン

巻上機

ジャッキ・ホイスト

　〃 （道路走行車両装備用）

　〃 （プーリタ・ホイス：電動）

　〃 （ウィンチ・キャプ：電動)

　〃 （移動リフテ・ストラドル）

　〃 （〃：その他）

　〃 （その他のもの）

　〃 （タワークレーン）

　〃 （森林での丸太取扱装置)

品    名

　〃 （門形ジブクレーン）

2022年08月 2021年08月

   （ウィン・キャップ：その他）

　〃 （非固定天井・ガントリ等）

   　（据付け式）

エスカレータ・エレベータ

　（空圧式コンベイャ）

　〃 （その他の機械装置)

　〃 （ケーブルカー等けん引装置)

　〃 （産業用ロボット)

〃（その他巻上機等用）

部品合計

機械類合計

〃（石油・ガス田機械装置用）

〃（森林での丸太取扱装置用）

   （固定支持式天井クレーン）

総合計

HS　コード

〃（その他巻上機用）

〃（空圧式エレベ・コンベ用）

〃（空圧式エレベータ）

  （プーリタタック・ホイス用）

〃（エスカレータ用）

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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(7) 金属加工機械　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8455 - 10 圧延機（管圧延機） 120 5.123 101 8.598 -40.4

21 〃（熱間及び熱・冷組合せ） 160 3.254 64 0.183 1683.1

22 〃（冷間圧延用） 717 4.713 488 4.325 9.0

8462 - 10 注2 鋳造機等 0 0.000 1,084 12.127 -100.0

11 注1 熱間鍛造機（密閉型） 878 7.482 0 0.000 -

19 注1 〃（その他） 416 0.463 0 0.000 -

21 注2 ベンディング等（数値制御式） 0 0.000 221 25.252 -100.0

22 注1 〃（形状成型機） 77 3.124 0 0.000 -

23 注1 〃（数値制御式プレスブレーキ） 91 12.343 0 0.000 -

24 注1 〃（数値制御式パネルベンダー） 9 0.396 0 0.000 -

25 注1 〃（数値制御式ロール成形機） 14 0.498 0 0.000 -

26 注1 〃（その他の数値制御式） 60 11.001 0 0.000 -

29 〃（その他） 7,875 20.787 11,648 20.115 3.3

31 注2 剪断機（数値制御式） 0 0.000 31 5.264 -100.0

32 注1 スリッター機等（スリッター機・切断機） 26 3.165 0 0.000 -

33 注1 〃（数値制御式剪断機） 22 0.534 0 0.000 -

39 〃（その他） 1,459 4.328 1,824 2.540 70.4

41 注2 パンチング等（数値制御式） 0 0.000 52 14.459 -100.0

42 注1 〃（数値制御式） 15 5.201 0 0.000 -

49 〃（その他） 591 1.554 1,473 5.128 -69.7

51 注1 炉心管（数値制御式） 5 0.776 0 0.000 -

59 注1 〃（その他） 45 0.032 0 0.000 -

61 注1 冷間金属加工（液圧プレス） 1,453 13.653 0 0.000 -

62 注1 〃（機械プレス） 95 17.322 0 0.000 -

63 注1 〃（サーボプレス） 22 1.742 0 0.000 -

69 注1 〃（その他） 237 0.010 0 0.000 -

90 注1 その他 2,275 7.438 0 0.000 -

91 注2 液圧プレス 0 0.000 2,894 4.103 -100.0

99 注2 その他 0 0.000 689 7.591 -100.0

16,662 124.939 20,569 109.684 13.9

8455 - 90 部品（圧延機用） * X 27.147 X 21.910 23.9

- 27.147 - 21.910 23.9

- 152.086 - 131.595 15.6
注1：HS2022改正に伴う新規品目、注2：HS2022改正に伴う削除品目
(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

・「*」の数量単位は「kg」である。

(8) 業務用洗濯機　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8450 - 12 洗濯機（10kg以下遠心脱水） 1,535 0.396 2,048 0.682 -41.9

19 〃（〃・その他） 16,933 1.168 21,035 0.827 41.3

20 〃（10kg超） 122,471 69.270 351,663 131.257 -47.2

8451 - 10 ドライクリーニング機 36 1.526 20 0.805 89.5

29 - 0010 乾燥機（10kg超・品物用） 141,251 56.668 188,705 68.906 -17.8

282,226 129.028 563,471 202.477 -36.3

8450 - 90 部品（洗濯機用） X 32.655 X 24.541 33.1

- 32.655 - 24.541 33.1

- 161.683 - 227.017 -28.8

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

Ch.(%)

2022年08月 2021年08月

Ch.(%)

2022年08月 2021年08月

品    名

総合計

部品合計

機械類合計

HS コード

機械類合計

HS コード 品    名

総合計

部品合計
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(9) 動力伝導装置　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8483 - 40 - 1000 トルクコンバータ 222,759 11.707 340,375 12.344 -5.2

3040 ギヤボックス等変速機（固定比・紙パ機械用 6,916 0.542 31,779 0.802 -32.4

3080 〃（手動可変式・紙パ機械用） 16,006 2.650 40,465 1.510 75.5

5010 〃（固定比・その他） 998,539 121.581 727,810 158.716 -23.4

5050 〃（手動可変式・その他） 836,297 35.727 1,231,048 56.470 -36.7

7000 〃（その他） 711,507 31.978 304,174 16.542 93.3

9000 歯車及び歯車伝導機 6,497,235 69.679 6,123,502 60.942 14.3

- 273.863 - 307.325 -10.9

8483 - 90 - 5000 部品（ギヤボックス等変速機用） X 133.199 X 121.420 9.7

- 133.199 - 121.420 9.7

- 407.062 - 428.745 -5.1

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(10) 積層造形用機械　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8485 - 10 注1 積層造形用機械（メタル） 49 14.922 0 0.000 -

20 注1 〃（プラスチック） 6,006 6.311 0 0.000 -

30 注1 〃（プラスター） 1 0.067 0 0.000 -

80 注1 〃（その他） 122,427 0.519 0 0.000 -

- 21.820 - 0.000 -

8485 - 90 注1 部品（積層造形用機械） X 8.229 X 0.000 -

- 8.229 - 0.000 -

- 30.049 - 0.000 -
注1：HS2022改正に伴う新規品目、注2：HS2022改正に伴う削除品目
(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

総合計

部品合計

機械類合計

HS コード Ch.(%)

2022年08月

品    名

2021年08月

HS コード 品    名

2022年08月 2021年08月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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●米国プラスチック機械の輸出入統計（2022 年 8 月） 

 

米国商務省センサス局の輸出入統計に基づく、2022 年 8 月の米国におけるプラスチック機械

の輸出入の概要は、次のとおりである。 

 

(1) プラスチック機械の輸出は、全体で 1 億 938 万ドル（対前年同月比 18.5%減）となった。

輸出先は、メキシコが 3,177 万ドル（同 16.9%減）で最も大きく、次いでカナダが 1,762 万

ドル（同 34.8%減）、ドイツが 924 万ドル（同 36.6%減）、中国が 589 万ドル（同 57.5%減）

と続く。機種別の輸出金額は、射出成形機は 1,050 万ドル（同 40.5%減）、押出成形機は 407
万ドル（同 41.4%増）、吹込み成形機は 103 万ドル（同 45.9%減）、真空成形機及びその他の

熱成形機（以下「真空成形機等」という。）は 149 万ドル（同 69.5%減）となり、部分品は

6,200 万ドル（同 0.4%増）となった。 

(2) プラスチック機械の輸入は、全体で 2 億 7,385 万ドル（同 3.6%減）となった。輸入元は、

ドイツが 7,257 万ドル（42.6%増）で最も大きく、次いでカナダが 3,647 万ドル（同 1.8%増）、

日本が 3,164 万ドル（同 33.1%減）、中国が 2,893 万ドル（同 23.0%増）と続く。機種別の輸

入金額は、射出成形機は 7,148 万ドル（同 20.9%減）、押出成形機は 2,058 万ドル（同 124.3%
増）、吹込み成形機は 1,588 万ドル（同 37.3%減）、真空成形機等は 571 万ドル（同 32.5%減）

となり、部分品は 1 億 1,063 万ドル（同 22.6%増）となった。 

(3) プラスチック機械の対日輸出は、全体 191 万ドル（同 24.5%減）となり、全輸出金額に占

める割合は 1.7%となった。 

(4) プラスチック機械の対日輸入は、全体で 3,164 万ドル（同 33.1%減）となり、全輸入金額

に占める割合は、11.6%となった。主要機種のうち、射出成形機の対日輸入金額が最も大きく、

2,005 万ドル（同 32.9%減）となった。 

(5) プラスチック機械輸出の単純平均単価は、射出成形機が 112.9 千ドル、押出成形機が 81.3
千ドル、吹込み成形機が 29.3 千ドル、真空成形機等が 23.3 千ドルとなった。また、全機種

の単純平均単価は、28.4 千ドルとなった。 

(6) プラスチック機械輸入の単純平均単価は、射出成形機が 107.1 千ドル、押出成形機が 196.0
千ドル、吹込み成形機が 252.0 千ドル、真空成形機等が 57.1 千ドルとなった。また、全機種

の単純平均単価は、2.4 千ドルとなった。なお、対日輸入の射出成形機の単純平均単価は 102.8
千ドルとなった。 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 1 米国におけるプラスチック機械の輸出金額の推移 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 2 米国におけるプラスチック機械の輸入金額の推移 

― 103 ―

情報報告　シカゴ



(単位:台、ドル・百円:$1=100円)

輸出先 輸出金額 輸出金額 輸出金額

国名 数量 金額 数量 金額 増減 伸び率(%) 数量 金額 数量 金額 伸び率(%)

アイルランド 5 1,111,503 13 1,753,194 -641,691 -36.6 0 0 0 0 -

イギリス 33 1,659,705 12 2,272,102 -612,397 -27.0 0 0 0 0 -

フランス 15 1,695,600 3 540,937 1,154,663 213.5 2 134,780 0 0 -

ドイツ 99 9,240,995 155 14,578,987 -5,337,992 -36.6 12 1,161,000 9 625,000 85.8

イタリア 2 952,781 13 1,533,877 -581,096 -37.9 0 0 0 0 -

トルコ 23 501,369 6 751,706 -250,337 -33.3 0 0 0 0 -

小計 177 15,161,953 202 21,430,803 -6,268,850 -29.3 14 1,295,780 9 625,000 107.3

カナダ 172 17,624,381 345 27,014,671 -9,390,290 -34.8 16 1,577,120 56 6,807,117 -76.8

メキシコ 584 31,769,690 912 38,247,562 -6,477,872 -16.9 53 6,617,769 77 9,514,786 -30.4

コスタリカ 45 2,884,405 5 1,088,305 1,796,100 165.0 7 604,631 0 0 -

コロンビア 2 1,323,833 1 242,941 1,080,892 444.9 0 0 0 0 -

ベネズエラ 1 52,016 0 12,751 39,265 307.9 0 0 0 0 -

ブラジル 81 4,809,196 55 2,209,459 2,599,737 117.7 0 0 0 0 -

チリ 15 724,884 9 1,436,196 -711,312 -49.5 0 0 2 153,564 -100.0

小計 885 58,463,521 1,318 68,815,689 -10,352,168 -15.0 76 8,799,520 133 16,321,903 -46.1

日本 51 1,912,911 36 2,532,401 -619,490 -24.5 0 0 0 0 -

韓国 8 1,162,331 45 2,276,771 -1,114,440 -48.9 0 0 1 47,324 -100.0

中国 115 5,894,292 516 13,884,334 -7,990,042 -57.5 0 0 1 49,837 -100.0

台湾 1 512,751 6 465,332 47,419 10.2 0 0 0 0 -

シンガポール 99 1,238,450 22 1,344,708 -106,258 -7.9 0 0 0 0 -

タイ 2 906,772 5 1,446,267 -539,495 -37.3 0 0 0 0 -

インド 37 2,822,614 106 2,650,601 172,013 6.5 0 0 0 0 -

小計 313 14,450,121 736 24,600,414 -10,150,293 -41.3 0 0 2 97,161 -100.0

その他 296 21,303,853 297 19,401,074 1,902,779 9.8 3 400,000 4 584,332 -31.5

合計 1,671 109,379,448 2,553 134,247,980 -24,868,532 -18.5 93 10,495,300 148 17,628,396 -40.5

輸出先 輸出金額 輸出金額 輸出金額 22年08月 輸出金額

国名 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 金額 伸び率(%)

アイルランド 2 309,900 - 3 38,322 -88.6 0 0 - 763,281 -44.1

イギリス 0 0 - 0 0 - 0 0 - 1,065,611 -41.0

フランス 4 641,868 - 0 0 - 0 0 - 872,029 77.0

ドイツ 0 0 -100.0 2 120,000 - 2 24,942 - 4,709,228 -21.8

イタリア 0 0 - 1 8,649 - 0 0 - 790,132 14.9

トルコ 0 0 - 0 0 - 0 0 - 129,263 90.4

小計 6 951,768 3,765.0 6 166,971 -50.3 2 24,942 - 8,329,544 -20.3

カナダ 9 480,713 -40.8 1 65,110 -75.8 6 156,095 -57.1 13,444,311 -12.9

メキシコ 27 1,875,415 1.9 12 394,892 - 8 334,929 -91.4 11,732,421 7.7

コスタリカ 0 0 - 1 4,360 - 0 0 - 1,586,756 74.4

コロンビア 1 45,000 - 0 0 - 1 10,547 - 1,268,286 440.4

ベネズエラ 0 0 - 1 17,046 - 0 0 - 34,970 174.3

ブラジル 0 0 - 0 0 - 0 0 - 3,325,214 209.2

チリ 0 0 - 0 0 - 0 0 - 395,903 -66.3

小計 37 2,401,128 -9.5 15 481,408 78.6 15 501,571 -88.2 31,391,958 9.9

日本 0 0 - 2 144,900 16.8 1 9,822 - 736,700 -53.9

韓国 0 0 - 1 4,075 -98.6 0 0 -100.0 913,087 -15.1

中国 0 0 - 6 141,233 -62.3 12 186,891 -66.5 3,228,160 20.6

台湾 0 0 - 0 0 - 0 0 - 500,694 15.0

シンガポール 0 0 - 0 0 - 0 0 - 703,650 -27.3

タイ 0 0 - 0 0 - 0 0 - 883,284 -29.7

インド 3 199,325 1.0 0 0 - 0 0 - 1,669,567 110.7

小計 3 199,325 1.0 9 290,208 -63.2 13 196,713 -68.1 8,635,142 -1.9

その他 4 513,104 - 5 87,623 -82.5 34 766,399 - 13,646,903 -2.3

合計 50 4,065,325 41.4 35 1,026,210 -45.9 64 1,489,625 -69.5 62,003,547 0.4

（注）プラスチック機械合計（HSコード8477）は、上記の各成形機に分類されないその他の機械を含む。

　　　また、プラスチック機械合計の金額に部分品（HSコード8477-90）を含み、数量には含まない。

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

真空成形機等 部分品
2022年08月 2022年08月 2022年08月

表1　米国プラスチック機械の国別輸出統計 (2022年08月)

プラスチック機械合計 射出成形機
2022年08月 2021年08月2022年08月 2021年08月

押出成形機 吹込み成形機

― 104 ―

情報報告　シカゴ



(単位:台、ドル・百円:$1=100円)

輸入元 輸入金額 輸入金額 輸入金額

国名 数量 金額 数量 金額 増減 伸び率(%) 数量 金額 数量 金額 伸び率(%)

イギリス 50 4,451,289 6,830 2,865,850 1,585,439 55.3 8 38,915 1 24,673 57.7

スペイン 24 989,388 16 901,043 88,345 9.8 3 134,849 0 0 -

フランス 45 7,870,719 15 4,425,405 3,445,314 77.9 4 225,137 2 226,561 -0.6

オランダ 49 3,869,780 414 9,797,600 -5,927,820 -60.5 4 28,802 1 40,023 -28.0

ドイツ 494 72,573,516 715 50,894,538 21,678,978 42.6 98 15,269,151 148 16,883,199 -9.6

スイス 34 4,747,407 84 13,047,342 -8,299,935 -63.6 0 0 13 7,237,315 -100.0

オーストリア 132 17,603,221 101 19,924,647 -2,321,426 -11.7 34 8,139,556 48 11,206,580 -27.4

ハンガリー 0 26,879 0 153,702 -126,823 -82.5 0 0 0 0 -

イタリア 601 23,833,864 1,124 31,831,418 -7,997,554 -25.1 11 2,718,003 4 1,843,794 47.4

ルーマニア 0 32,304 0 20,017 12,287 61.4 0 0 0 0 -

チェコ 28 32,304 634 20,017 12,287 61.4 0 0 0 0 -

ポーランド 15 890,881 11 1,421,149 -530,268 -37.3 1 4,325 0 0 -

小計 1,472 136,921,552 9,944 135,302,728 1,618,824 1.2 163 26,558,738 217 37,462,145 -29.1

カナダ 748 36,468,921 568 35,823,831 645,090 1.8 33 11,583,064 17 5,212,649 122.2

ブラジル 4 1,635,012 3 394,635 1,240,377 314.3 0 0 0 0 -

小計 752 38,103,933 571 36,218,466 1,885,467 5.2 33 11,583,064 17 5,212,649 122.2

日本 209 31,636,094 399 47,283,484 -15,647,390 -33.1 195 20,054,552 204 29,871,297 -32.9

韓国 55 5,262,920 64 9,683,219 -4,420,299 -45.6 16 1,962,705 34 7,849,582 -75.0

中国 61,968 28,929,486 17,098 23,513,331 5,416,155 23.0 179 6,656,799 75 5,274,084 26.2

台湾 584 9,436,463 115 4,201,031 5,235,432 124.6 43 2,161,670 12 612,142 253.1

タイ 60 4,248,017 224 4,210,902 37,115 0.9 32 1,849,514 35 2,991,246 -38.2

インド 63 4,007,906 16 2,693,576 1,314,330 48.8 4 454,076 14 959,817 -52.7

小計 62,939 83,520,886 17,916 91,585,543 -8,064,657 -8.8 469 33,139,316 374 47,558,168 -30.3

その他 3,933 15,302,878 8,428 21,010,147 -5,707,269 -27.2 2 194,777 9 146,475 33.0

合計 69,096 273,849,249 36,859 284,116,884 -10,267,635 -3.6 667 71,475,895 617 90,379,437 -20.9

輸入元 輸入金額 輸入金額 輸入金額 22年08月 輸入金額

国名 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 金額 伸び率(%)

イギリス 5 929,237 485.4 0 0 - 1 29,311 -86.6 2,202,954 44.8

スペイン 0 0 - 0 0 - 2 561,934 108.7 269,950 -19.2

フランス 0 0 - 2 2,606,465 - 36 61,552 560.0 4,476,977 19.4

オランダ 3 275,659 -33.2 0 0 - 0 0 - 3,362,402 21.3

ドイツ 34 8,119,552 940.0 31 7,585,456 135.4 26 1,870,435 25.0 32,189,264 82.6

スイス 1 421,126 - 0 0 -100.0 1 647,848 - 2,936,818 -5.0

オーストリア 17 4,167,855 - 0 0 - 0 0 -100.0 2,528,104 -29.1

ハンガリー 0 0 - 0 0 - 0 0 - 26,879 -82.5

イタリア 9 2,796,927 -48.2 10 448,878 -96.6 9 1,924,933 -47.4 8,075,696 78.6

ルーマニア 0 0 - 0 0 - 0 0 - 32,304 61.4

チェコ 0 0 - 0 0 - 0 0 - 32,304 61.4

ポーランド 0 0 - 0 0 - 0 0 - 686,113 -47.1

小計 69 16,710,356 147.4 43 10,640,799 -43.3 75 5,096,013 -10.5 56,819,765 43.6

カナダ 3 83,124 - 0 0 - 3 61,762 -87.4 21,066,845 -9.4

ブラジル 0 0 -100.0 0 0 - 0 0 - 300,426 2,069.6

小計 3 83,124 827.9 0 0 - 3 61,762 -87.4 21,367,271 -8.1

日本 1 284,993 79.6 4 1,851,147 -66.5 0 0 -100.0 6,290,425 24.5

韓国 0 0 - 0 0 -100.0 0 0 - 1,159,956 40.3

中国 16 2,602,576 22.1 8 696,501 26.9 7 89,189 -83.7 12,248,324 19.8

台湾 4 306,610 650.4 3 1,738,165 - 7 390,300 - 3,062,488 17.9

タイ 0 0 - 3 746,457 - 0 0 - 499,056 -33.6

インド 0 0 -100.0 1 200,000 -26.6 0 0 - 2,786,371 93.4

小計 21 3,194,179 35.9 19 5,232,270 -19.5 14 479,489 -78.8 26,046,620 24.7

その他 12 589,276 907.9 1 2,600 -89.1 8 74,785 408.3 6,399,681 -1.7

合計 105 20,576,935 124.3 63 15,875,669 -37.3 100 5,712,049 -32.5 110,633,337 22.6

（注）プラスチック機械合計（HSコード8477）は、上記の各成形機に分類されないその他の機械を含む。

　　　また、プラスチック機械合計の金額に部分品（HSコード8477-90）を含み、数量には含まない。

表2　米国プラスチック機械の国別輸入統計 (2022年08月)

2022年08月 2022年08月 2022年08月
部分品

プラスチック機械合計 射出成形機
2022年08月 2021年08月2021年08月2022年08月

押出成形機 吹込み成形機

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

真空成形機等
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項目 2022年08月 2021年08月 伸び率（％） 2022年08月 2021年08月 伸び率（％） 2022年08月 2021年08月

8477-10 射出成形機 10,495,300 17,628,396 -40.5 0 0 - 0.0 0.0

8477-20 押出成形機 4,065,325 2,874,651 41.4 0 0 - 0.0 0.0

8477-30 吹込み成形機 1,026,210 1,896,523 -45.9 144,900 124,078 16.8 14.1 6.5

8477-40 真空成形機等 1,489,625 4,877,246 -69.5 9,822 0 - 0.7 0.0

8477-51 その他の機械 （成形用） 677,394 1,370,594 -50.6 0 0 - 0.0 0.0

8477-59 その他のもの （成形用） 9,639,138 9,617,529 0.2 45,892 0 - 0.5 0.0

8477-80 その他の機械 19,982,909 34,204,491 -41.6 975,597 810,661 20.3 4.9 2.4

47,375,901 72,469,430 -34.6 1,176,211 934,739 25.8 2.5 1.3

8477-90 部分品 62,003,547 61,778,550 0.4 736,700 1,597,662 -53.9 1.2 2.6

109,379,448 134,247,980 -18.5 1,912,911 2,532,401 -24.5 1.7 1.9

項目 2022年08月 2021年08月 伸び率（％） 2022年08月 2021年08月 伸び率（％） 2022年08月 2021年08月

8477-10 射出成形機 71,475,895 90,379,437 -20.9 20,054,552 29,871,297 -32.9 28.1 33.1

8477-20 押出成形機 20,576,935 9,173,639 124.3 284,993 158,663 79.6 1.4 1.7

8477-30 吹込み成形機 15,875,669 25,303,869 -37.3 1,851,147 5,518,940 -66.5 11.7 21.8

8477-40 真空成形機等 5,712,049 8,459,112 -32.5 0 1,712,597 -100.0 0.0 20.2

8477-51 その他の機械 （成形用） 545,545 6,181,090 -91.2 17,135 94,122 -81.8 3.1 1.5

8477-59 その他のもの （成形用） 10,357,093 13,349,292 -22.4 0 47,778 -100.0 0.0 0.4

8477-80 その他の機械 38,672,726 41,023,568 -5.7 3,137,842 4,827,254 -35.0 8.1 11.8

163,215,912 193,870,007 -15.8 25,345,669 42,230,651 -40.0 15.5 21.8

8477-90 部分品 110,633,337 90,246,877 22.6 6,290,425 5,052,833 24.5 5.7 5.6

273,849,249 284,116,884 -3.6 31,636,094 47,283,484 -33.1 11.6 16.6

項目 輸出数量 対日輸出数量 輸入数量 対日輸入数量

8477-10 射出成形機 93 112.9 0 - 667 107.2 195 102.8

8477-20 押出成形機 50 81.3 0 - 105 196.0 1 285.0

8477-30 吹込み成形機 35 29.3 2 72.5 63 252.0 4 462.8

8477-40 真空成形機等 64 23.3 1 9.8 100 57.1 0 -

8477-51 その他の機械 （成形用） 76 8.9 0 - 38 14.4 1 17.1

8477-59 その他のもの （成形用） 231 41.7 2 22.9 260 39.8 0 -

8477-80 その他の機械 1,122 17.8 46 21.2 67,863 0.6 8 392.2

1,671 28.4 51 23.1 69,096 2.4 209 121.3

8477-90 部分品 X - X - X - X -

- - - - - - - -

表3　米国プラスチック機械の機種別輸出入統計（2022年08月）

（単位：台、ドル・百円；単価は千ドル・10万円；$1=100円）

機械類小計

合計

輸入金額

機械類小計

合計

輸出単純平均単価 対日輸出単純平均単価 輸入単純平均単価

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

対日輸入単純平均単価

対日輸出割合（％）

対日輸出割合（％）対日輸入金額

機械類小計

合計

輸出金額 対日輸出金額
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●米国の鉄鋼生産と設備稼働率（2022年 8月） 

 
米国鉄鋼協会（American Iron and Steel Institute）の月次統計に基づく、米国における 2022

年 8月の鉄鋼生産と設備稼働率の概要は、以下のとおりである。 
 
①  粗鋼生産量は 761.4万ネット・トンで、前月の 762.1万ネット・トンから減少（△0.0%）と

なり、対前年同月比は減少（△8.2%）となった。炉別では、前年同月比で転炉鋼（N/A%）、

電炉鋼（N/A%）、連続鋳造鋼（△8.2%）となっている。 
鉄鋼生産量は 767.5万ネット・トンで、前月の 767.6ネット・トンから減少（△0.0%）とな

り、対前年同月比は減少（△8.7%）となった。鋼種別では、前年同月比で炭素鋼（△9.3%）、

合金鋼（＋8.4%）、ステンレス鋼（△2.6%）となっている。 
 
② 主要分野別の出荷状況をみると、自動車関連 110.0万ネット・トン（対前年同月比△3.3%）、

建設関連 203.9万ネット・トン（同△5.9%）、中間販売業者 186.0万ネット・トン（同△25.0%）、

機械産業（農業関係を除く）12.5万ネット・トン（同△14.9%）となっている。 
需要分野別にみると、鉄鋼中間材（同＋12.3%）、鉄道輸送（同＋19.9%）、農業（農業機械

等）（同＋110.2%）、機械装置・工具（同＋5.8%）が対前年比で増加となり、産業用ねじ（同

△54.8%）、中間販売業者（同△25.0%）、建設関連（同△5.9%）、自動車（同△3.3%）、船

舶・舶用機械（同△20.7%）、航空・宇宙（同△47.7%）石油・ガス・石油化学（同△30.9%）、

鉱山・採石・製材（同△15.1%）、電気機器（同△37.2%）、家電・食卓用金物（同△21.0%）、

コンテナ等出荷機材（同△26.3%）が対前年比で減少となっている。また、外需は増加（同＋

4.9%）となっている。 
 
③  鉄鋼輸出は、75.4 万ネット・トンで、前月の 69.8 万ネット・トンから増加（＋8.0%）とな

り、対前年同月比は増加（＋4.9%）となった。 
 

④  鉄鋼輸入は、251.0万ネット・トンで、前月の 267.5万ネット・トンから増加（＋6.6%）と

なり、対前年同月比は減少（△9.5%）となっている。鋼種別にみると対前年同月比で、炭素鋼

（△15.7%）、合金鋼（＋34.3%）、ステンレス鋼（△30.6%）となっている。 
主要な輸入元としては、カナダが 58.9 万ネット・トン、メキシコが 48.4 万ネット・トン、

メキシコ・カナダを除く南北アメリカが 18.3万ネット・トン、EUが 44.7万ネット・トン、欧

州の EU 非加盟国（ロシアを含む）が 14.4 万ネット・トン、アジアが 62.1 万ネット・トンと

なっている。 
主な荷受地は、大西洋岸で 32.9万ネット・トン（構成比 13.1%）、メキシコ湾岸部で 122.8

万ネット・トン（同 48.9%）、太平洋岸で 20.6 万ネット・トン（同 8.2%）、五大湖沿岸部で

73.2万ネット・トン（同 29.2%）となっている。 
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また、米国内消費に占める輸入（半製品を除く）の割合は 26.6%と、前月の 27.7%から 1.1
ポイント減となり、前年同月の 26.5%から 0.1ポイント増となった。 
 

⑤  設備稼働率は 78.0%で、前月の 78.1%から 0.1 ポイント減となり、前年同月の 84.8%から

6.8ポイント減となった。また、内需は 943.1万ネット・トンとなり、対前年同月比で減少（△

9.8%）となっている。 
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表 1 米国における鉄鋼生産、設備稼働率、輸出入等（2022年 8月） 
 

 2022年 2021年 対前年比伸率(%) 
 8月 年累計 8月 年累計 8月 年累計 

1.粗鋼生産（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）       

(1)Pig Iron N/A N/A N/A N/A N/A N/A
(2)Raw Steel（合計） 7,614 60,467 8,291 62,903 △ 8.2 △ 3.9
Basic Oxygen 
Process(*1) N/A N/A N/A N/A N/A N/A
Electric(*2) N/A N/A N/A N/A N/A N/A
Continuous Cast(*1及び

*2 の一部を含む。) 7,592 60,307 8,273 62,773 △ 8.2 △ 3.9

2.設備稼働率（％） 78.0 79.7 84.8 80.7    

3.鉄鋼生産（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(A) 7,675 61,325 8,405 62,654 △ 8.7 △ 2.1

(1)Carbon 7,244 58,043 7,986 59,571 △ 9.3 △ 2.6

(2)Alloy 225 1,679 208 1,392 8.4 20.6

(3)Stainless 206 1,602 212 1,691 △ 2.6 △ 5.2

4.輸出（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(B) 754 5,796 719 5,619 4.9 3.1

5.輸入（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(C) 2,510 21,978 2,773 20,569 △ 9.5 6.8

(1)Carbon 1,880 17,037 2,229 16,011 △ 15.7 6.4

(2)Alloy 522 4,017 389 3,746 34.3 7.2

(3)Stainless 107 924 154 812 △ 30.6 13.7

6.内需（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ） 9,431 77,506 10,459 77,604 △ 9.8 △ 0.1

(D)=A＋C-B        
7.内需に占める輸入の割

合 26.6 28.4 26.5 26.5    

(E)=C/D*100(%)      

（注）①出所：AISI(American Iron and Steel Institute) 
   ②端数調整のため、合計の合わない場合もある。 
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表 2 米国鉄鋼業の設備稼働率の推移 
                                                  （単位：%） 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均稼働

2021年 76.6 76.8 78.0 80.8 81.0 83.0 84.4 84.8 83.3 83.2 82.7 80.1 81.2 

2022年 81.6 80.8 78.7 81.9 81.1 79.6 78.1 78.0     80.0 

 
 

 
 

折れ線グラフ：設備稼働率（左軸） 
棒グラフ：粗鋼生産量（右軸）  
 

図 1 米国における粗鋼生産量と設備稼働率の推移 
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2022-2021
2022 2021

Aug. 8 Mos. Aug. 8 Mos. Aug. 8 Mos.
PRODUCTION:(Millions N.T.)

 Pig Iron N/A N/A N/A N/A N/A N/A

 Raw Steel (total) 7.614 60.467 8.291 62.903 -8.2% -3.9%
   Basic Oxygen process N/A N/A N/A N/A N/A N/A
   Electric N/A N/A N/A N/A N/A N/A
   Continuous cast (incl. above) 7.592 60.307 8.273 62.773 -8.2% -3.9%

   Rate of Capability Utilization 78.0 79.7 84.8 80.7

MILL SHIPMENTS: (000 N.T.)

 Total steel mill products 7,675 61,325 8,405 62,654 -8.7% -2.1%
   Carbon 7,244 58,043 7,986 59,571 -9.3% -2.6%
   Alloy 225 1,679 208 1,392 8.4% 20.6%
   Stainless 206 1,602 212 1,691 -2.6% -5.2%

FOREIGN TRADE-STEEL MILL PRODUCTS:

 Exports (000 N.T.) 754 5,796 719 5,619 4.9% 3.1%
 Imports (000 N.T.) 2,510 21,978 2,773 20,569 -9.5% 6.8%
   Carbon 1,880 17,037 2,229 16,011 -15.7% 6.4%
   Alloy 522 4,017 389 3,746 34.3% 7.2%
   Stainless 107 924 154 812 -30.6% 13.7%
Imports excluding semi-finished 2,083 17,809 2,108 14,215 -1.2% 25.3%
APPARENT STEEL SUPPLY EXCLUDING
    SEMI-FINISHED IMPORTS (000 NET TONS) 9,004 73,338 9,794 71,249 -8.1% 2.9%
 Imports excluding semi-finished as % apparent supply 23.1 24.3 21.5 20.0

MILL SHIPMENTS:SELECTED MARKETS 

 Automotive 1,100 8,392 1,137 9,200 -3.3% -8.8%
 Construction & contractors' products 2,039 16,966 2,165 15,456 -5.9% 9.8%
 Service centers & distributors 1,860 15,459 2,480 17,849 -25.0% -13.4%
 Machinery,excl. agricultural 125 858 147 1,155 -14.9% -25.7%

EMPLOYMENT DATA: 12 mo. 2021 vs. 12 mo. 2020

 Total Net Number of Employees 131 136 -3.7%
   (000)  Source:  BLS

 Hourly Employment Cost: 12 mo. 2011 vs. 12 mo. 2010
 Total wage and benefits
 Source: BLS - NAICS 3311 Iron & Steel Mills 27.20$     26.91$     1.1%

FINANCIAL DATA:(Millions of Dollars) * Preliminary 12 mo. 2021 vs. 12 mo. 2020
Steel Segment
 Total Sales $75,168 $39,482 90.4%
 Operating Income $14,543 $242

% Change

別表1　米国の鉄鋼業データ（１）
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2022-2021
2022 2021

Aug. 8 Mos. Aug. 8 Mos. Aug. 8 Mos.
FOREIGN TRADE - STEEL MILL PRODUCTS:   

Imports - Country of Origin (000 N.T.) 2,510 21,978 2,773 20,569 -9.5% 6.8%

Canada 589 4,710 766 4,987 -23.2% -5.6%

Mexico 484 3,899 422 2,915 14.7% 33.8%
     
Other Western Hemisphere 183 2,145 345 3,559 -47.1% -39.7%

EU 447 2,898 351 2,593 27.1% 11.7%

Other Europe* 144 1,533 228 1,730 -36.8% -11.4%

Asia 621 6,010 586 4,279 5.9% 40.5%

Oceania 16 139 19 163 -14.7% -14.6%

Africa 27 643 54 345 -51.2% 86.5%

* Includes Russia

Imports - By Customs District (000 N.T.) 2,510 21,978 2,773 20,569 -9.5% 6.8%

    Atlantic Coast 329 3,586 485 3,379 -32.2% 6.1%
    Gulf Coast - Mexican Border 1,228 10,477 1,030 8,569 19.2% 22.3%
    Pacific Coast 206 2,215 325 2,707 -36.7% -18.2%
    Great Lakes - Canadian Border 732 5,557 913 5,759 -19.9% -3.5%
    Off Shore 14 143 18 155 -24.0% -7.7%

別表2　米国の鉄鋼業データ（２）

% Change
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AUGUST 2022
SAME

MONTH
MARKET CLASSIFICATIONS NET TONS PERCENT NET TONS PERCENT PERCENT NET TONS PERCENT
 1. Steel for Converting and Processing
      Wire and wire products 95,934 1.2% 811,868 1.3% -17.5% 54,148 7.1%
      Sheets and strip 395,621 5.2% 2,949,571 4.8% 95.1% 1,441,783 95.6%
      Pipe and tube 412,677 5.4% 3,413,366 5.6% -15.1% -143,422 -4.0%
      Cold finishing 400 0.0% 4,070 0.0% -47.6% -349 -7.9%
      Other 33,886 0.4% 210,084 0.3% 14.0% -61,396 -22.6%
         Total 938,518 12.2% 7,388,959 12.0% 12.3% 1,290,764 21.2%
 2. Independent Forgers (not elsewhere classified) 8,665 0.1% 75,569 0.1% -25.6% -21,629 -22.3%
 3. Industrial Fasteners 2,359 0.0% 21,417 0.0% -54.8% -20,841 -49.3%
 4. Steel Service Centers and Distributors 1,859,882 24.2% 15,458,729 25.2% -25.0% -2,390,339 -13.4%
 5. Construction, Including Maintenance
      Metal Building Systems 111,200 1.4% 722,193 1.2% 14.8% 44,694 6.6%
      Bridge and Highway Construction 7,978 0.1% 70,533 0.1% -27.8% -13,776 -16.3%
      General Construction 1,639,763 21.4% 14,064,541 22.9% -6.1% 1,417,227 11.2%
      Culverts and Concrete Pipe 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0%
      All Other Construction & Contractors' Products 279,566 3.6% 2,108,755 3.4% -10.2% 62,152 3.0%
          Total 2,038,507 26.6% 16,966,022 27.7% -5.9% 1,510,297 9.8%
 7. Automotive
      Vehicles,parts & accessories-assemblers 1,012,465 13.2% 7,731,264 12.6% -2.9% -670,801 -8.0%
      Trailers, all types 485 0.0% 4,608 0.0% -29.4% -1,769 -27.7%
      Parts and accessories-independent suppliers 60,280 0.8% 485,646 0.8% -13.5% -128,352 -20.9%
      Independent forgers 26,445 0.3% 170,800 0.3% 9.7% -7,229 -4.1%
         Total 1,099,675 14.3% 8,392,318 13.7% -3.3% -808,151 -8.8%
 8. Rail Transportation 101,838 1.3% 830,725 1.4% 19.9% 49,416 6.3%
 9. Shipbuilding and Marine Equipment 6,014 0.1% 51,690 0.1% -20.7% -11,578 -18.3%
10. Aircraft and Aerospace 624 0.0% 6,194 0.0% -47.7% 2,118 52.0%
11. Oil,  Gas & Petrochemical
      Drilling & Transportation 105,226 1.4% 907,360 1.5% -31.5% -237,141 -20.7%
      Storage Tanks 1,076 0.0% 14,944 0.0% -7.9% 9,494 174.2%
      Oil, Gas & Chemical Process Vessels 3,830 0.0% 31,282 0.1% -17.8% 2,094 7.2%
         Total 110,132 1.4% 953,586 1.6% -30.9% -225,553 -19.1%
12. Mining, Quarrying and Lumbering 73 0.0% 715 0.0% -15.1% -55 -7.1%
13. Agricultural
      Agricultural Machinery 20,660 0.3% 76,048 0.1% 121.6% 12,743 20.1%
      All Other 585 0.0% 6,042 0.0% -25.6% -994 -14.1%
         Total 21,245 0.3% 82,090 0.1% 110.2% 11,749 16.7%
14. Machinery, Industrial Equipment and Tools
      General Purpose Equipment - Bearings 15,701 0.2% 103,793 0.2% 40.9% 7,628 7.9%
      Construction Equip. and Materials Handling Equip. 39,260 0.5% 233,843 0.4% 47.2% 4,445 1.9%
      All Other 25,682 0.3% 149,718 0.2% -33.1% -102,220 -40.6%
         Total 80,643 1.1% 487,354 0.8% 5.8% -90,147 -15.6%
15. Electrical Equipment 44,425 0.6% 370,879 0.6% -37.2% -206,277 -35.7%
16. Appliances, Utensils and Cutlery
      Appliances 176,968 2.3% 1,488,500 2.4% -20.8% -121,484 -7.5%
      Utensils and Cutlery 139 0.0% 1,707 0.0% -82.3% -3,337 -66.2%
         Total 177,107 2.3% 1,490,207 2.4% -21.0% -124,821 -7.7%
17. Other Domestic and Commercial Equipment 20,285 0.3% 144,922 0.2% 13.3% -36,217 -20.0%
18. Containers, Packaging and Shipping Materials
      Cans and Closures 78,671 1.0% 643,575 1.0% -25.7% -83,026 -11.4%
      Barrels, drums and shipping pails 47,116 0.6% 384,966 0.6% -24.8% -93,121 -19.5%
      All Other 13,106 0.2% 114,858 0.2% -34.7% -60,641 -34.6%
         Total 138,893 1.8% 1,143,399 1.9% -26.3% -236,788 -17.2%
19. Ordnance and Other Military 958 0.0% 11,125 0.0% 19.2% 492 4.6%
20. Export 753,698 9.8% 5,795,290 9.5% 4.9% 176,090 3.1%
21. Non-Classified Shipments 271,803 3.5% 1,653,378 2.7% 29.8% -197,559 -10.7%
         TOTAL SHIPMENTS (Items 1-21) 7,675,344 100.0% 61,324,568 100.0% -8.7% -1,329,029 -2.1%
+ - Includes revisions for previous months
P - Preliminary, final figures will appear in the detailed quarterly report.
* - Net total after deducting shipments to reporting companies.

別表3　米国における需要分野別の鉄鋼出荷量

CURRENT MONTH YEAR TO DATE+

CHANGE FROM 2021

YEAR TO DATE
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皆さん、こんにちは。 
11月上旬となりウィーンも晩秋というより、冬を迎えました。最高気温は10℃を切る日が多く、

落葉樹は葉のほとんどを既に落としています。日没は16時頃に早まったうえ、意外にも霧の発生

する日が多いこともあり、重厚で古風な街並みにそれはそれで雰囲気を与えています。しかし全

体的に暗いトーンが季節の中心となりましたので、青空に恵まれる日が多い東京の冬が羨ましく

も感じられます。 
 
短い晩秋の時期もウィーンでは大小様々なイベントが行われており、少しご紹介したいと思いま

す。 
 
まず10月26日にはオーストリアのNationalfeiertag（ナショナルデー）があり、祝日でした。日

本の建国記念の日とは少し意味合いが異なっていて、1955年のこの日に永世中立国となることが

憲法に規定され、オーストリア国会で宣言されたことを祝う日とのことでした。街中での催しは

主に官庁街や大きな広場をメインとし、国軍や警察による市民との交流イベント会場が設営され、

首相府の一般公開には行列ができていました。 
ところでオーストリアには山岳猟兵（Gebirgsjäger）と呼ばれる山岳国ならではの部隊がありま

す。部隊章にはエーデルワイスのデザインが採用され、独特の軍隊用スキー帽を被るという出で

立ちということの様です。普段ウィーン常駐ではない様でしたので、少し期待していましたが私

が訪れた時には見かけることができませんでした。 
 
次は、10月20日から11月1日まで開催されたウィーン国際映画祭（Viennale）で、60回目となる

今年は延べ74,000人の来場者があったとのことでした。Vienna Film Prize にはKurdwin Ayub
というクルド系オーストリア人女性監督による「Sonne（英訳: Sun）」というオーストリアで育

ったクルド系女性が直面する伝統と家族との葛藤を描いた、オーストリア映画が選ばれていまし

た。 
他には、回顧特別企画として日本映画で吉田喜重の作品（「ろくでなし」や「秋津温泉」など主

に1960年代～70年代）12作が上映されていました。また、今年の映画祭ポスターは葛飾北斎の唐

獅子をインスパイアした構図となっており、日本がテーマの一つとして目立っていたようです。 
会場の一つはGartenbaukinoというジェトロ・ウィーン事務所の近くにある映画館で、連日取材

メディアや観客でにぎわっていましたが、この映画館自体も1919年に開設され1960年に改築を経

ている歴史あるもので、ウィーン市の建築文化財に登録されているとのことでした。チケット売

り場ホールや売店の待合室を始め、階段の手すりやテーブル、柱などの意匠がその時代の古き良

きアメリカなどの映画館を彷彿とさせる作りとなっています。 
 
最後は、10月24日から10月30日ウィーンのStadthalle (市民ホール) で開催された男子テニスの

「Erste Bank Open」です。東京の有明で開催される「ジャパン・オープン」と同じ「ATP ツア

ー500」のカテゴリーに分類される大会で、かつてはセルビアのジョコビッチ選手（2007年優勝）

や、錦織圭選手（2018年準優勝）も参加した大会です。今年のシングルスのチャンピオンはロシ
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アのダニール・メドベージェフ選手でした。 
  
写真は街の広告塔で見かけた今年のViennaleポスターです。 

 

ジェトロ・ウィーン事務所 
産業機械部 佐藤 龍彦 
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皆様、こんにちは。ジェトロ・シカゴ事務所の川﨑です。  
シカゴはもう雪が舞い始めました。一日を通して氷点下の日も出始め、今後さらに気温は

下がっていきます。シカゴの雪はサラサラで、それほど積もることもなく、風が吹いてはど

こかに飛ばされていきますので今のところは歩くのに苦労するということも特にありませ

んが、今後どうなるか心配です。 
 
ところで、前回は運転免許の筆記試験について書きましたが、今回は後半部分、実技試験

に関しての様々な出来事について書きたいと思います。 
実技試験を受けるには、まずネットで予約をとる必要があります。実技の試験官が限られ

るせいなのか、希望の試験場の申し込み可能な枠が多くなく、すぐ予約できなくなってしま

うので、朝早く申し込みページにアクセスすることで何とか予約をとることができました。 
試験でチェックされるポイントは決まっており、ネットで体験談が出ているのでそれを

参考に練習をしていきますが、英語で指示された内容が理解できないと減点となる可能性

もあると思い、典型的な支持の内容と、万一聞き取れなくても指示内容を理解するためのキ

ーワードを覚えることにしました。 
試験は試験場に車を持ち込んで行いますので、試験当日は自ら車を運転して試験場に向

かうこととなります。試験場に到着後はまず手続きを行いますが、筆記試験合格の際に渡さ

れた書類に記載されている住所がなぜか間違っていたので、最初の窓口で修正を申し出て、

書類がそろっているかチェックを受けたのちに次の窓口で写真撮影を行い、試験の手続き

窓口に向かいます。 
書類を窓口に提出し、とても優しく愉快な担当者と雑談をしながら手続きが終わるのを

待っていたのですが、突然担当者が不思議そうな顔をして、「写真は撮ったか」と聞いてき

ました。なぜそのような質問をするのか戸惑いながらも「もちろんあそこで撮りました」と

写真撮影の窓口を指して答えたのですが、どうも写真が手続端末上に表示されないようで

す。早速原因が探し始まりました。 
しばらくすると原因が判明し、どうもデータベースにファーストネームとラストネーム

が逆に入力されていたことが原因のようでした。またしても筆記試験の時の窓口の担当者

の入力ミスのようで、この窓口で一から情報を入力しなおすことで、合計 20 分ほど余計に

時間はかかりましたが無事手続きは完了しました。 
いよいよ、実技試験です。とりあえず試験場内の所定の場所に車を止め、試験官が来るの

を待っていると、一人の試験官がこちらに向かって歩いてきて、車外からこちらにブレーキ

ランプ、方向指示器の点灯やホーンを鳴らすよう指示をして、機能していることを確認した

後に乗車してきました。 
早速試験官の指示に従い公道に出て走っていきます。試験官への対応に関しては本当か

と思えるような情報がネット上に出ており、試験に落ちては困るので最初はなるべくその

通りにしていましたが、運転に集中してしまったことと、そもそも半信半疑だったこともあ
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り、いつのまにかそうするのをやめてしまっていました。かといって試験官が不機嫌になる

ことは全くなく、コミュニケーション上の問題も特になく、あっという間に試験コースを回

って試験場に戻り、無事合格となりました。 
それではまた来月。 
 

 
クリスマスに向けて市内では様々な飾り付けが見かけられるようになりました 

 
ジェトロ・シカゴ事務所  
産業機械部 川﨑 健彦 
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